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牧 ロ常三郎 「米國 の人生地理」、
「米國の地勢 と人生」、 「外國地理學(部 分)」

塩 原 将 行 ・北 川 洋 子

資料解題

「米國の人生地理」は、社会主義社が1904(明 治37)年9A3日 に発行した 『社會主義』第八

年第十一号に掲載されたもので、同年7H29日 に神田今金において渡米協会のために演説 した大

意の筆記である。『社會主義』は、労働運動史研究会編 『明治社会主義史料集』補遺(7)(明 治

文献資料刊行会、1963年)と して復刻版が出版されている。

「米國の地勢 と人生」は、労働新聞社が1905(明 治38)年1月3日 に発行した 『渡米雑誌』第

九年第一号に掲載 されたもので、1904(明 治37)年12月12日 に本郷会堂における渡米協会演説会

において演説された大要の筆記である。『渡米雑誌』第九年第一号は、早稲田大学図書館に唯一所

蔵されている。

渡米協会における牧 口の演説は、その他に、1905(明 治38)年12月14目 に両国広小路両国館で

「米國の産業と地理」と題する演説を行っていることが判明している。

牧 口の演説が掲載 されている 『社會主義』、『渡米雑誌』の発行兼編輯人を務めているのは、山

根吾一で、山根にっいては、岡林伸夫 『ある明治社会主義者の肖像[山 根吾一覚書]』(不二出版、

2000年)の 労作があり、この著作によって牧 口の2つ の演説の存在および社会主義者、山根吾一と

の関係が明らかになった。

『創価教育学体系』第三巻には、「即ち当時唯一の左翼新聞た りし 『平民新聞』に故伊藤i銀月氏

が拙著 『人生地理学』の新刊を評 した頃は、可な り危険圏に迄踏み込んで居たので、彼等から辛

辣な宣伝を受けたのであった」(1)と、また、「依って国体問題に触れない範囲に於ける社会改良

運動として、普通選挙までの同伴に留めて以後は彼等 と別れたのである。(中略)故 に桃色位には

染まつて居たとして、当時のブラックリス トに余の名が載って居たかも知れぬ」(2)と述べている

(1)『 牧 口常 三 郎 全集 』 第6巻(第 三 文 明社 、1983年)、22頁 。

(2)同 上 、23-24頁 。

MasayukiShiohara(創 価 教 育 研 究所 事 務 長)

YokoKitagawa(創 価 教 育 研 究 所 勤務)
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が、山根吾一は、この 『平民新聞』の庶務 を担当していた(3)。

山根吾一の詳しい人物像 と雑誌 『社會主義』『渡米雑誌』にっいては、岡林の詳細な研究を読ん

でいただきたい。

牧口と山根 との出会いはいつ頃であったのか。岡林によれば、アメリカから帰国した山根は、

北海道において1894(明 治27)年 か ら1899(明 治32)年 まで小学校訓導及び校長を、1899(明 治

32)年 か ら翌1900(明 治33)年 まで北海道毎日新聞記者をしている(4)。牧 口が、北海道尋常師

範学校を卒業 し、同校附属小学校の訓導になったのは、1893(明 治26)年 である。山根が北海道

に来た1899(明 治32)年 には、牧口は、附属小学校の主事事務取扱(校 長職)に ある。また、山

根が北海道毎 日新聞記者 となった1899(明 治32)年 に、牧 口は北海道教育会の理事及び幹事 とな

り、『北海道教育雑誌』の編集主任に任命されている。そして、牧口の上京 した1901(明 治34)年

の前年に山根が上京 している。現在のところ、北海道時代に二人が交流したことを示すはっきり

した資料は発見できていない。 しかし、お互い知らない存在ではなかったことは容易に推測でき

る。

上京後の二人の深い関係を示す資料 として、『渡米雑誌』第十年第四号(渡 米雑誌社、明治39

年4月)に 、牧口が主幹を務める大日本高等女学会が発展に伴い事務所を移転したあと、山根の

渡米雑誌社 と渡米協会が入った(5)と の記事が掲載 されている。しかし、その後、二人に何かが

あったかも知れないことを示す資料 もある。山根は、片山潜から渡米協会を引き継いでいる。渡

米協会が、1904(明 治37)年10月10目 に出版 した片山潜著 『渡米案内』増補訂正11版(6>で は、

自序の次頁を使って牧口の 「米國の人生地理」の演説の一部を掲載 している(7)(初 版(8)で は2

頁を使 っている自序を、11版では1頁 に収め、その空いた1頁 を使った)。 しかし、新たに見っか

った1906(明 治39)年4月30目 に出版された同書増補訂正14版(9)で は、牧口の演説が掲載され

た頁は、白紙になっている。

牧口と山根との交流は、1934(昭 和9)年12月7目 に行われた山根の追悼会に牧 口が参加 して

いる(10)こ とから、牧口の社会主義者 との決別、山根の再渡米 とい うことがあったにせ よ、続い

てお り、互いに大事な友人であった と考えられる。

(3)『週刊平民新聞(一)〔 史料近代日本史 社会主義史料〕』(創 元社、1953年)、4頁 の堺枯川、幸徳秋水の

「発刊の辞」の第一段落に 「編輯は予等二人専 ら之に任じ庶務は挙げて社会主義協会の一員 山根吾一君

に托せ り」とある。

(4)岡林伸夫 「山根吾一年譜」『初期社会主義研究』第14号(初 期社会主義研究会、2001年)、181-182頁 。

(5)『渡米雑誌』第十年第四号(渡 米雑誌社、明治39年4月)、11頁 に、「注意 渡米雑誌社及び渡米協会は、

東京神田区三崎町三丁 目一番地の飯田町の停留揚の通 りで旅人宿三崎館の横で元大日本高等女学会の跡

に移転 しました」とある。

(6)創 価教育研究所所蔵

(7)「創立者の大学構想についての一考察(1)通 信教育部開設構想とその沿革」『創価教育研究』第5号(創

価大学創価教育研究センター、2006年)、63頁 の注(36)参 照。

(8)国 会図書館所蔵

(9)創 価教育研究所所蔵

(10)岡林伸夫 『ある明治社会主義者の肖像[山 根吾一覚書]』(不 二出版、2000年)、339頁 。
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次に、牧口常三郎講述の 「外國地理學(部分)」 は、幹事浜幸次郎(11)、主幹牧口常三郎の大 目

本高等女学会が、1905(明 治38)年12月1日 、同年12月15日 、1906(明 治39)年1月1日 、同年

1月15目 に発行した 『高等女學講義』第二学年第一号～第四号に掲載されたものである。『高等女

學講義』第二学年第一号～第四号は、創価教育研究所に唯一所蔵されている。

牧 口常三郎は、浜幸次郎 とともに、1905(明 治38)年5Hに 、大 日本高等女学会(12)を 創立し、

半年で一学年、2年 間で修了する講義録 『高等女學講義』を月2回 出版し、女性のための通信教

育を開始 した。第二学年第一号～第四号は、第二学年の講義録12冊 の始めの三分の一にあたる。

「外國地理學(部 分)」 としたが、牧口常三郎が講述 した 「外國地理學」は全体でどの程度のボリ

ュームがあったのであろ うか。

女学会創立直後の1905(明 治38)年7Aに 発行された 『二十世紀の婦人』第二巻第七号に掲載

された大 日本高等女学会の広告には、地理科 東京早稲 田中学校教諭小田内通敏 とあり、第一学

年の地理の講義を牧口は担当していないことがわかる。また、1907(明 治40)年12月 に発行され

た 『大家庭』第三巻第一号の 「本会高等女学講義講師」には、目本地理 小田内通敏、外国地理

牧 口常三郎、依田豊、原田武雄 となっているので、 日本地理は第一学年に、外国地理は、第二学

年に配当されていると考えられる。

次に、第二学年第一号に掲載 されている内容は、「(一)外 國地理が何故必要であらう」で、第

二号には、「(二)外國地理研究の注意」(13)と 「第一篇 世界通覧 第一章 我國との関係國」と

「第二章 世界一周通路」の一部が掲載され、第四号は、「第二章 世界一周通路」の途中で終わ

っている。

また、『高等女學講義』第二学年第十二号(14)では、目次の地理科外国地理の講師が、東京府第

三女学校教諭依田豊、東京高等師範学校研究科原 田武雄 となってお り、外国地理の講義 は、「第二

篇アジア洲 第一章東方アジア」の途中から始まっている。

以上から、第六号か ら第十号の間で牧 口常三郎講述の 「外國地理學j第 一篇は終了し、依田、

原 田担当の 「外國地理學」第二篇以下に引き継いでいると考えられる。「緒言」、「第一篇 世界通

覧」、「第二篇アジア洲」 とい う構成から推測すると、外国地理学は第三学年まで継続 している可

能性も高い。

次に、内容についてい くっか興味深い点を簡単に述べておきたい。

第一に、主にアメリカ移住を考えている人を対象 とした渡米協会の演説においても、また、尋

(11)浜幸次郎については、前出、「創立者の大学構想についての一考察(1)通 信教育部開設構想 とその沿革」

『創価教育研究』第5号 、29頁 、33頁 、63頁 の注(34)、64頁 の注(49)参 照。

(12)大日本高等女学会については、前出、「創立者の大学構想についての一考察(1)通 信教育部開設構想と

その沿革」『創価教育研究』第5号 、24頁 以下参照。

(13)第二学年第二号の該当部分の本文欄外には、「外國地理學 緒言二」とある。第一号の欄外には、そのよ

うな記載がないが、「(一)外 國地理が何故必要であらう」、「(二)外 國地理研究の注意」が、外國地理學

の緒言にあたると思われる。

(14)創価教育研究所所蔵
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常小学校を卒業した若い女性を対象 とした 「外國地理學」の講述においても、ともに 『人生地理

学』の第三十章において述べられた生存競争(15)にっいて触れている。牧口の人生地理学におい

てこのことは重要だからであろうか。また、国家間の戦争のない状態でこそ、国家の繁栄がもた

らされるとい う牧口の考えも一貫して主張されている。

第二に、牧 口の人生地理学の視点からアメリカの発展を分析し、また、アメリカに対 して大き

な期待を寄せていることである(16)。「米國の地勢 と人生」の結論部分を現代語訳すると次のよう

になろう。

小国に別れ地理的に複雑に入 り組んだヨーロッパの各国が、その結果 として生じた政治的境界線のた

めに、多大な軍備に非生産的消費をして苦しんでいるのに比較して、アメリカは、(地理学的に恵まれた

環境にあることによって)平 和で豊かな共和国を構成して自由な新文明を築いている。これはいたず ら

に歴史的感情、しこりにこだわって紛争を繰 り返している旧世界の国々の警鐘を鳴らしているものであ

る。

これは、今回紹介 した演説、講述に共通してみられる牧 口の人生地理学から見た米国観である。

第三に、「米國の地勢 と人生」の前半部分と 「外國地理學」の 「第三 米國経由」において、サ

ンフランシスコからシカゴを経てニューヨークに至る大陸横断旅行の様子が実際に旅行 してきた

のではないか と思われるような生き生きとした筆致で述べられている。まったく同じ行程で述べ

ているが、これは牧口の筆力によるものなのか、実際にその行程を旅行 した誰かの聞き書きによ

るものなのか気になるところである。

第四に、「外國地理學」には、実際の牧 口の地理の授業がどのようなものであったかを知る手が

かりがある。

開講にあた り、「(一)外國地理が何故必要であらう」で、訪問す ることもない外国の地理をな

ぜ学ばなくてはいけないか、外国地理を学ぶ理由をわか りやすく、かみ砕いて説明している。

「(二)外国地理研究上の注意」では、地図の必要、書き込んで覚えるための手帳の用意(牧 口

は、それを 『教科 日誌』として出版 している)、比較対象、反覆、熟読、取捨選択、知識の秩序整i

頓の7項 目を挙げている。また、第一篇第二章 世界一周通路の 「研究上の注意」では、(一)一

度に覚えるに及ばず、(二)距 離を注意せよ、(三)数 字は大体でよい、(四)距 離の覚え方、(五)

比較せよ、(六)地 名の覚え方、(七)暗 記の仕方、(人)表 を作れ、(九)自 修の仕方についての

9項 目をあげている。

第五に、「外國地理學」において、未発見の牧口の著作である 『教科 日誌』にっいて牧口自身が

その内容について語っている。

(15)牧口は、『人生地理学』において、生存競争形式の変遷 として、軍事的競争時代、政治的競争時代、経済

的競争時代を挙げ、人道的競争形式の時代の到来を期待 している。『牧口常三郎全集』第2巻(第 三文明

社、1996年)、393-400頁 。

(16)同上、『牧 口常三郎全集』第2巻 、399-400頁 には、「米国に於て稽々其萌芽を含むと見るべき人道的方式

によるものあり」と述べている。
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第六に、大 日本高等女学会の成立過程を考える上では、「本会の賛助員 として本会の創立に特別

の御尽力をなされた女子高等師範学校教授槙山栄次氏(下 線筆者)」(17)という記述は大変興味深

い。槙山は、牧 口が北海道師範学校退職の時の校長である。その後も牧 口を暖かく見守っている

(18)。高等女学会幹事の浜幸次郎も牧口が北海道師範学校の附属小学校訓導時代の先輩教員にあ

たる。

最後に、翻刻は北川洋子が担当し、江沢敏和が校正を補助し、翻刻の正確を期 した。

(塩原 将行)

(17)『高等女學講義』第二学年第二号(大 日本高等女学会
、1905年)、 本稿79頁 。

(18)前出
、「創立者の大学構想にっいての一考察(1)通 信教育部開設構想とその沿革」『創価教育研究』第5

号、41頁 、67頁 の注(80)。
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米國の人生地理

「社會主義」第八年第拾萱號

米國の人生地理

牧口常三郎

渡菜き霧 ～鐸'の琵1盤なる籏琶に金つことは私のく晃)藥とする轡 なり私は栄冒の髭董轡'にっ
ひ じやう だいこのえんしよ くは せんこくねっしん かんどうしよくん ふかあんぐわい おも とも

いて案 外 に思ふと共 に、諸君の熱 心に深 く感動せ り、此炎暑に加へ、先刻 までは非 常 の大

蕾雨なりしにも力椅まらず、輸宅霧 笠錘の亀なき毯に窒 りたればなり。

さて猷 講 購 篁の難 に縫 せんとする}こ替 りて蟹一に蓮るべき購 は魏 に農ける善
ぽうがい ていこうりよく い か ご じん このていこうりよく うちかっせいくわっじん

人の生 活 を妨害すべき 『抵抗 力 は如何』なるべし、吾人は此抵抗 力 に打勝っことによりて
う う か つぎ おこ い か しゆだん せいくわっその ちはじ

始めて其地に移っるを得、此くして次に起 るべきは 『如何なる手段 によりて生活 すべきか』に
いだ あひだ したが かいぐわいすなは こ じんあひだ けうふ しんもん かいけつこの

あるべ し、此二間の解決せ られざる 間 は 即 ち吾人の恐怖心を抱 く間 にして、從 つて海 外

嘗蔭の莚志を露轄せしむる冨 も董舅なるものなり、されば善昊は晃づ善契の覆芯をなすの箭

に替りて髭に読て饗 嶽するを舅す。

琵毒の疑簡を解案するが鳶めに磐黎すべきことは笑馬差の砧し。

一輔1鍵総 難 晶

二社會麟 椴 鷲 轟 優劣等)
こ そのたいかう それら かくこう さいせっ じかん ゆる ところ こン りやく えう

是れ其 大綱 のみ、夫等 の各 項 につ き細説 す るは時 間の許 さ ゴる 所 なれ ば菰 には 略 せ ん。要

するに善昊の笙薗とは颪宝、焚ら膏のこ翼ζる亀努に獲 り、宜っ塞～筈'の被糠を蓬 らんが鳶めには、

騨 に蕪 、建 纏 磁 なるによりて塞 ずる闘 易くに雛 すると巽に芝を某i」婿 し、罷

に粧轡レ貯箏稽 のこ翼くるによりて善昊を藍霜せんとする稼號笏くに積態 し、芝を為靖せざるべ

からず、礎`つて箕亀の契難百ξ、袈び粧轡 貯量稽に憲㌔藁せざるべからず。

鵡 の旗 に椅って㈱ 讃 ふるものは、幣一に撫 暑の灘 笈び艦 にか%叢 鰍 磐 く

資料凡例

一
、原文は縦書きであるがそれを横書きに直した。

二、本文の表記により記載したが、旧字体で記載できない漢字については、新字体に改めた。

三、ルビ等はすべて原文のまま表記 した。

四、文字の横転、逆転は訂正した。

五、本文中で字のポイントが下がっている箇所も同じポイントで記載 した。
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は類 撒 軌 り。されど鵡 は響く1ま齢 の醸 に冨まり識 る麺 に警して}ま害 箸なれど、

勧 輯 に競ては雑鞘 っ些遭 勤 重瑳を知らんことは難 にして協 麻 羅藩たるを響

れざるが霰に善昊は芝に輪発せずして琴曽募霧摩金ちたる魯議を舅繋す。琵麩舅に滋じ、碧の
た すなは ち りがく ち りがく ご じん きんくだんべん ざいれう もっ じゆんじよ

断片の材料 を以て 順 序 よく組み立てたるものは 即 ち地理學なり、されば地理學が吾人に緊
えう ろん ま ところ た ゴ ぢうらい ち りがく おほむ たん あり まエ さんせん こ かい

要なるは論を侯たざる 所 なり。但 し從 來の地理學 にありては、概 ね軍 に有の儘 の山川、湖海、

昊冒、蔀答奪を誌談せるに遍ぎず、善契は薯の管騎に警しそ雀まだ逢逡、倉っ蕪遽藤たるを穐か

れざれば、献 は箕挽 朕 蹟の塞霧つとのく蘭篠の議 を紫禰 に総 せる琴讐 莚みたる
ち りがく のぞ よ いロゆるじんせい ち りがく すなは こ しか じんせい ち りがく きんえう ま

地理學 を望む、余演所謂人 生地理學 とは 乃 ち之れなり、然 らば人生地理學の緊要 なること又
げん ま

た言 を侯たざるべ し。
たい はなは せんげんきた ほんだい せうきよ じかん そのはん ゐと かへ り

説き來 りて本題を 顧 みれば、少許の時間に封 しては 甚 だしく其範園を制 限せ ざるべからず
よ ほんせ き おい そ のいち ぶ ゴん ヘ ヘ ヘ ヘ へ 　 ヘ ヘ へ 　 ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ へゆゑおも

と思ふ。故に余は本席 に於ては其一部分たる 『文化獲展の上に於て米國が如何なる地位にある
へ み とゴ なかんつくなんべい いま い た ほくべい うち がっしうこく そのめんせき

か』を見るに止めんとす。 就 中 南米は未だ言ふに足らず、北米 の中にても合衆 國は其面積六

+慧 雛 洪 薩の四鞘三券砧 め、蕪 繍 、艶 難 に獅 蓉なる翻 を筈宥 し、菜薗を窟

蓑するのく薪 あることは、善昊が粟薗 と芸へば萱ちに罷粟答聚薗と慧ふにても愉らかなれば、窒

として罷粟答暴薗に競きて論ぜんとす。

菜薗の斐稽に農ける亀在を論ずるには禿づ一験の斐稽の箪}函轄と主亀との蘭潔蜜り莚まざる

べからず、巽鑓の斐稽は塞暮禦 箏(如 荷なる諺喪に寮て零なはる」に翁はらず)の 籍彙にし

て、箕き霧馨の雛 なる害ろは留 ち畑 の繍窟なる害うなり.琴鋪 なる害うが嬬 の纏1な る

～弄うなるかを覧るに、(一)、(1)糞 劣の種〔磯にして宿庵1襲に轟ぐるSt5;ろ。・(2)動 し宿 笏の譲 り

に醜 ならざる霧ろ、(3)灘 隷の雛 う靖 む雷ろ、(4)鱗 の簾 せる接ろ奪なりされば

粧轡 璽 奢、菟蓮箪薯、吏単署は芝奪を鋲て髪稽の寮震亀となすが茄し、是れ㌔審に些着の貰蓮
しん う しか さら さい し いちめん うたがひ さしはさま あたご じん これ

として吾人は之を信ずるを得、然れ ども更に細思すれば一面には 疑 を 挿 ざる能はざるも

のあり、符となれば域塁の繍祥警琵議騎饗くを真する毫努に寮て庖の真備せざる亀勢に昆して
じや うけんたい さ しか かいがんせん ひ かくてきはつたつぶんくわ み たと たところ

文化ならざる 所 あるを見ればなり。例へば他の條件の大差なく、而 して海岸線 の比較的獲達

せる亀努に寮て知つて髪花の寮建せざる酷なきにあらざればなり。か＼る疑悉を短 して舌琴策
ち てん ぶんくわはってん いちかいだん お じだい ちうしんてんざう ぶんくわちうしんてん っうくわん いじやう

西の文化 中心貼 を通 観 するに以上の地鮎は文化襲展の一 階段に於ける時代 の中心黒占とし
い お ちうしんてん しやうにん う すべ じだい っう しん り い あたかなんづくしよ

て、就 中初代に於ける中心鮎 として 承 認 し得べきも、総ての時代に通ずる眞理とは云ふ能は

ずして、髪花の軍芯酷は曽楚の鬼に寮塞し、需して義る曽楚の痙蕗を鑓 りて裕動するもの』茄
い か けい う と い てん すなは こン すこ こうきう

し、さて如何なる径路を取って移榑するがは 即 ち薙 に少 しく攻 究せんとす る所なり。
ま げんこん おけ ぶんくわ ちうしんてん くわんさっ もっ べん これ あた あらか そのちう

先づ現今に於ける文化の中心黙 より観 察するを以て便 とす、之をなすに當って 豫 しめ其 中
なに もっ み かくてい えう よ じんこうひゃくまんいじゃう と ふ もつ げんこん お そのしんてん

心 黙 は何 を以 て見るかを確 定す るを要す。余は人 口 百 万 以 上 の都府 を以 て現 今 に於 ける其

たう え しん なん まんいじやう だいとふ いまもつちうしんてんちはう ぶんくわ
地方の文化の中心鮎 とするを以 て當 を得たるもの と信ず、何 となれば百万以上の大都府は今

慧の斐稽の寮震の籍彙にして、斐舌耗窺琴艘び博 纂の斐稽の賞歯をなすものなればなり。髭
ごと けんかい もっ その と ふ ぶん ふ み おうしう おい ほく ゐ ど ほくゐ ど

の如 き見解 を以て其都府の分布 を見るに、欧洲 に於ては北緯四十八度より北緯六十度までの
あひだ ほくべい おい ほく ゐ ど ないぐわい ア ジ ア ほくゐ ど どう ど あひだ

間 、北米に於ては北緯四十二度の内 外 、亜細亜にては北緯三十六度より同四十度の 間 にあ

り.(塊とも齢 膿 び鋪 壺には職 こ際く舞搦あれども芝には繍 を薯く)蜀 こ芝を雛 の旨罐
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じ宝う
より免るに、笑薩の簿 にては笥憾 四+ノ暖 より六+度 に蓬し、箕難}こ ては笥憾 三+護

より四+二農に蓬す、董に芝を鞘 舗 に警薫すれば灘 二+戯 雑 とのあ簡だにあり、號耀

箕笑翻 は護 の奪瀞 の醗 に熱 る、皇擁 だ離 璽に農けるのみ芝 を嫉て髪稽の擁
なん いじやう はんゐ おい さら ただん あやまぜんぶ ごとど せんない わたち みぎ ゐ

地は右 の緯度線 内の全部に亘るか如 く断ずるは 誤 れ り。何 となれば以 上の範園に於て更に他
な せいさい いつ すい う えんがんち てん よっせいげん あ しふがふ

の制 限によりて或る地瀦 に集合すればなり、依て尚ほ精 細すれば、何れも水路の沿岸にありて、

鮮 辮 聾留 良稽 の裕鮮 くは爵謎にあり、饗叢とも難 なるもの竺繭(箕 薗お飾 栄、菜

薗も繭 と筋 すを再)がこ審 く箕の緯1こ あるは篇 すべし該 て+九講 こ農ける艶 の

鮒 酷の雛 を粗ぼ知る漣 る。
じ さいだい と ふ ぶんふ み じやうこ あ せっちうしんてん そのとうぶんくわこだいひるがへつ

翻 て古代の文化 の中心鮎 とするべき其當時の最大都府の分布 を見るに上古に在 りては撮
や エほくしん せっ し ど どど あひだ か がん ちうこ あ これし ど

氏三十度 と二十度 との 聞 の河岸にあり。中古に在 りて之 より稽々北進 して撮氏二十度 と十五度

とのあ簡だの騰'群 にあり説 痂 く磐藁潔 れば滋 昊は劉 齢 踊 鑛 の羅蕗を蕗ぼ縫楚

するに力難からず。舅するに斐稽の軍芯酷は(一)、薙農(二)、羅凌(三)、泉蕗(四)、亀罫(五)、

酵 聖 の艦 の五灘 に覆 ひて移載する痂 し.欝 ち望苦に農ける斐稽の四獅 鹿 憲う

せらる。鍛 、アツシリヤ.バ ビ。ニヤ、箭 慶、難 の斐脚 旛 は轍 に雑 せんとする

を、難 箪濃 て蕨純 壺灘 繍 を雛 をなして籍 に實 蓮する笑暫み腺くの熊 するある

が鳶めに、購 饗 鵡 となり、齢 蒋より粟薗を痙て旨栄に麹 て施 の購 して旨緊に難

せるものに務就 隊 て餅 を曽胤 旗 綴}こ 替りて粟蕗に落ひて晃づ灘 より講 笛こ移

りて豫こ笑雛 に蓬し.支た篭鍵 にて}鋸薦痂 き笥1擁 粛 より翻 の1'fiき笑簾 の
と薪う
に窒り、酵 讐 の繭 こては憐薗と粛 霧 にく書しめる笑麓 よ嘱 薗に霧り旗 て雛

のじ瑛う憲謹 せしものなり、綴 に薪の妄1き灘 なる羅蕗を動 て趨 するかの紬1迷 りて

は、琴一々窺崩'するの蒔を宥せされば、たゴー二に冨めん、晃づ裳露について覧んに、父蹟の

瀧 としても晃とも灘 」なるものは羅 なるが、獅 にても舌穰 藻 く蘭んの寮蓬せざるあ簡だは荷

覇の粟蕗拙 つる籠はざる力鞍 に、箕箔鴬は艶 の篇 勲 なり。羨の蒔猫 こ寮ては窩雛

鴬に勧 、雛 にては鐸 は餅 の萎翫 る力鞍 に芝 に洛ふとFfうに斐1筋 耽 難は無 る。

されば琵鹸 に寮て笑雛 にち置く撲せざる蔀券は椿かも、胃 留の黎管 なる笑憲幽慧 ざか

りたる笥ミ蕗に騰 を猿る痂 し諌 た蔦薗が笑薩より髪稽の雛 に後なるは蔦薗は蘇 を援

て箕じ艇 とする磁 に、笑ナポレオンをしてr吾をして六蒔簡鋸 莉繍 繭 旨躇 たらしめ

ば響は鱗 の笙たらん』と証ばしめたる羅に、笑薩の灘 んの舞に斑 じ、笑薩の識 が蟄備

及輸 のために鯉 翻 糠 し遜 をカ』讃 るに響 あらざるあ簡だに猶磁 ルし施 の鴛し高うなる

重粟にち劣らを釜すを存、皇れ箕薗の盤笑を薮したる箭数なり。
ほ くゐ ど ど にゐ どじやうち み おいほくべいがっしうこくたい ゐこのけい う

さて此経路に封する北米合衆 國の位置を見るに緯度上に於ては北緯二十九度より四十九度(日

栄の論 縮 より禰 の撫 で)のあ齢 こあり。盤 じ宝うにては購 審綴 花の議 の鞭 に

あり。羅 璽に寮ては雛 、しかも鰯 じ翌輩舅なる鶏 、簿 撫 灘 あり.購 塁1こ寮て

は繍 よりも、笑簾 たる軍簾 たり.薗藤讐 の艦 に寮ては難 績五+勢 雛 、継 に寮

て樋 に鋸 すべき蜜 薗の醜 の醐 ミ}艇覧る鵡 べき裟薗の騰 の+ノ僻}こ替る.繭
えいこく ニュれヨ　ク およそ マイルくわんけい きよ り おいたい

に封する 關 係 の距離に於ては英 國のサザンプ トンより紐 育 まで 凡 三千三百 浬(二 十三ノ
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きせん むい か ほど よこはま マイル ほど サンフランシスコ マイル

ット汽船の六 日程)横 濱 よりタコマまで四千二百四十 浬(人 日程、 桑 港 までより入百 浬

釜し)需して箕笑睡寓に占邑に警蔽すべきもの一もなければ、髭酷より釜に霧薗と筒穫の莉馨

を再 鱗痂 く磐黎潔 れば澗 れ粛}こ寮ても簿 棊の艶 雛 に農ける識 の雑 にあり
ざんてい りゆう み な すご きんらい すうせい み このだんてい たうひ しや う きん

と断定すべき理由あるを見る。尚ほ少 しく近來の趨i勢を見て、此断定の當否を 謹 せんに、近

棊菜薗の雛 は饗 くべきものなり.琴粟勘翻鋸 、1舞の議 籍 に藤1鉛 紬 膿 造
ヘ ヘ ヘ へ 　 ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ へ 　 　 　 へ 　 ヘ ヘ ヘ ヘ へ

品総額三十億弗、農産物四十億弗、鑛産物十億弗にして之に水産物を加ふれは千九百年に於ける

圭療る全産あ総債蜘ま古λ一)イ意弗た達し、箕曇遙棄庭}幾Σ)1}黄薗£僖茄e、癖}蘭茜撮}蓬笈藷茜量皇

薗甚各擁甚器暑品に藷濠箱邑蔽ε、操に農産易鼠笹鼻易荷£品辣薗尼昆妥呈暑芝£最ミ・器暑療ミ、

蔓商阜是癬}器長薗禺脅易嵩&鳥皇昔慮鼻1茎笹鼻易潅碁費易蕎呈幾兄量箱産酷妥98£ 、景是薩

嗣 購 繋 ε。されは醐 の諜 鎌ま建が爲めに熊 を素たし、ヤンキーの塾り男くは琴嶺

穂籔よりは巌繍巽の農茜自に慰稀すると餅ろ需して如荷にして躍笑塾り男くに捨號すべきかは覆奪

の書慧すると}弄うにして、詳難の務i誌詣繋替講號はtr養の籍彙、箕に警するi芳賛としては畦だ養
ほん しふち う ほ うこく な そのはったつ そ く ど み ヘ へ 　 　 　 ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ へ

本の集 中あるのみと報告せ り。尚ほ其獲達 の速度を見るに近き五十年間に人 口は三倍五分の増

痴輪}と、繭 賜 齢 稲 あ多蜘と主葡 浄 ふ該 て粟薗蹄 の職 を欝 ふに皇る、綴

に粟薗が薪かる鰹 を鞍せしかに筋ては桑は繋叢とも窒なる灘 を緬 の痘豊の繭 騎なる

と箕亀塾の笑覆難なるとに爵せんとするものなり、藍し粟薗かり甫う笑薩のあ簡だに農ける麓離じ皇う

の鑓 、箭齢痂 くなるに、箕繍 の亀塾は芝にく琵ぶれば笥ミ灘 に奮める力鞍 に幾多の笥ミ薗に

雰罰せられてし董じたる巌繍の多『薗が、些蒔箕れが鳶めに進募すると筒蒔に、琴や箕れが鳶め

に知って灘 の饗 にあるに藤して粟薗1簸 の闘 の笥薗に農ける力蒲 き隣薗との諮難ある
ヘ へ 　 ヘ へ 　 ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ へ 　 ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ へ

なく、從て軍備の爲めに資力を傾 くるの必要なく、欧洲の幾んど全部にも匹敵すべき米國は恰も
ヘ ヘ ヘ へ 　 　 ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ へ　 へ 　 へ 　 へ

欧洲の各一國に於けるが如くに資本を集中し、以て専心経濟的方面の装達に勉むるを得。 されば
ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ へ もっ と そ のめんせ き おい

今の米國は實に十人世紀に於ける英國よりも好都合の位置にありといふべし、尤 も其面積に於

ては齢 砺 茎蔀にも昆せらるれど、曽募に寮て難 繍 が縫 し、芝礁 め1こ鰭 はい皆 の竿

留も二+留 も騰縮くせられたりと熊 なれ1購 蔀の難 じ翌の積査に寮ては、徳等の難 と昆

して笑なる差なし、葉して蕪らば菜薗の寮蓬が補黙にあらざるを知るに窟らん。舅するに簿 棊
ぶんめい ます　 はったっ ち べいこく いじやう しよてん ひ てい あた ところ

の文 明の盆々襲達する地は米國ならんことは以上の諸黙 よりして否定 し能はざる 所 なり。

牧口常三郎氏は越後の人、幼より苦學を積み、肚なるに及んで盆奮働、敷年の刻苦、人生地理

學を著はし、大に好評を博す會時局出版界は打撃を加ふるに關らず、一千頁の書籍を以て暫時第

四版に及ぶ、以て其の内容を推知するに足る此の文は渡米協會の爲めに演説せる大意の筆記なり。

●人生地理學 牧 口常三郎氏著 定贋二圓 神田小川町文會堂



創価教育研究第6号

米國の地勢と人生

「渡米雑誌」第九年第萱號

米國の地勢 と人生

牧 口常三郎

繕 より笑鐸 じ翌肝 七百ノ蓮トの簑う湛'を篭く銑して㌢ ん藩こにじ騰 備 めて二+騨 とい

ふ笑慶の醗 雛 する講 を薇動 て囎 を麓し、さて籟 獅'蔽 竈に粟じて賢 せんか、

繍 の覇嵐に鵠 れて出でたる薪蘇 鴇こは、蕃かも二三月謙 の艦 漁曲 で鍵 蹴 翻

欝 の㈱ くし蒲'れんとする、カリフオ,レニァの藩 の糞に程るのよ籔び鵡 しむべし。麓にして

離 蝶 に醜 に莚み、緩き纈 を饗り勃むれば溶 喬簸 に騰 する翻 箇、糠 薗、蕨リ麟 、

繊 に星_繋 れる鰭 、讐'奪 は支た轍 の羅 を篁し、麺 が戯 雛 醐 こ蓬ぶ礁 ある

ぺし。離 量に塩 て二千蘇 奨粛 さ1こ窒れば、轡 堤 れシエラ子バタitみ賑くの鞍蔀にして、

績に無 は一錘し釈 纏 の瀦 たる媒罧の縫 をさ務たぐる、補 寝 なる讐翻 縫 をくマ

らざる籠はざること藪+ま喧る、箕あ簡だに身1ま麟 に顯 の鞠 叢 諾 り、憲に1ま繍 く甕う潔の

離 に出つるを覧るべし.留 堤 れ琴趣えし暫み賑くと・ツキ講 み藤くとのあ簡だ1こ難 するが勧

に罷 の瀦 する粟笑擁 一の瀕 にして、髭あ簡だを簾 すること」甘鞘 の瀧1こ は鰯

磁 覇、賜 なるく耕 のあ簡だに鶴 し、やがて鷺 なるグ芙ト盤ト冨 の雛 を叢 すれ藏 に

支謡 編 醜 にか＼る、。ツキ贈 み賑くとは留 ち恵 り.しかも六千し食くの簾 にはいっの簡

にか塞り釜し、篇 なる菜笑欝 甜 み藤くも、簾 く鷲 るのみにして、鴛礎 なる鯉く鹸んは遽

に免る籠はざるべし。かくて支た籍}こ 緩讃 鰭 を約 羅にミシシピ噺 の藩箴譲る笥牒 の

笑韓 に曲づ、某に窒りて支た董に瀞鍵たる薪鮪魏 の智を號 し、ミゾリ譜 を獲りミ

シシピ_雑 を鞠 、砦灘 の観 によりてさ盤んなる綾難 となれると餅ろを趣 てミジカン覇

難に出で、ヲカゴに蓬し、論 こて支た蘇 繍 麟 の蛇 粟の莚笑に宥 びお懇ろき、高ほ賢 し

てアパラキヤの紺 み賑くを纐 り、紫 荷綿 の舗 たる嵐く晃う繍 の繍 を蒔力簡蛍簡に髄

して遽に籍 雛 の二羅ヨ宥クに蓬すべし、さ箋らん藩こを寮してよ磁 に四日粟 庇の雛 菊三千

二百五麟 題該 て繭 の購 を黎すべし識 する}ど稼 の鰺 は芝を審笑薩の鱗 に}含ぶ

れば蜜 る箪じ嵐 アパラキ轍 み賑く笑琶雛 に洛ひ、シヱラ、ネバタ缶み賑く笑軍緯 に洛ひ、

。ツ繕 み腺く笑薩の職 より海 欝 して、箕に留発の讐 癒 て雛 し、歓て笑陸の繍 を

四鋤 編 と一魏 とに贈 す.欝 ちり講う辮 群 の難 なる二縮 ミシシピ譜 の栄媚

によりて擁 せらる、。ツキ贈 み賑くの策礫 びアバラキ楢 み賑くの踊 簡漏 搏齢、笈講

蔀の鯖苗み藤くのあ簡だに堺控する謬繍 窩働飾罎建なり。

琵痂 き轡 が、雛 の雛 の塞くkつ1こ賄 なる騨 を笈ぼすか、是揃P'罧 態の論 する
と餅う
なり.楽は栄駿 動、蘇 欝'の 盤窺く書'に寮て編 の魁 縫 なる態によりて劉 濃 襲
じ童う
に農け謀 薗の艦 につき一霧 の簾 をない ことありき.覇 には瞬 栄冒の簡態に

鴇く撫 しかども、蒔簡に雛 せられて、舅藩 す罷はざりしを、鞘 らず芝を歩しく義 す
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るの徳を再しは需魔ぶと}弄うなり、薩だ憲る鞍識籏て譜暑に輸箆せしむる籠はざるべきを、鐙んや
ふ かうほんじっ さいこ えんだん のぼ こ すこ の

不幸本 日の最後の演壇に上 りしをや。請ふ少 しく述べしめよ。

錬 繍 難 の簸 蔀たる鵡 四禮粛 旨鰐 を 宥 し、菊五+萬 艶 の講 畿 窺蓉して

諺箴せるもの皇れを発菜答暴薗となす。薪かるく農う笑なる亀緩を呆雛となして、七千六百萬の

昊冒を雛 して譲 箇なる薗象を繰 せる箸、雛 の鋤 を擦きては、露越 と賃牒 答顯 と

あるのみ.器 が憲 鎗なる鞘 の箒薗なるに賞して欝 が庖のき繊く舗なる醐 の巽籍薗たる

は一灘 たり蒲 して際 巽条繭 講 讐一七ノ巳難に鶏 雛 の暴鰭 に鈍ナる+三鼠+

四萬努董に是らざる播繕を鋲て箕薗の票叢に藏銑して鵜笠せしより、1姦七十難簡に諺'箴せ

られしは養に簾避 鰭 の鑛 たり。葉して臨 ば建をして薪かる轍 の雛 をなさしむる

環歯なかるべからず。箇より箕魔歯につきては多・島あらん、しかも箕も叢とも董舅なる搬歯を亀

罫におくの置蓮に釜きを寛るものなり。窃嘗すれば善昊は馨笑薩とは一糧蒔前の亀罫を篁す

る粟薗笑憧に寮て路めて醸塞せらるべき昊笙窺蒙と解するものなり。

釜し粟薗は醐 の昊騨 に寮て琵繍 遙稽せる轍 の埴磁 なり.箕奪の擁 笛 ま讐 ね呆
ごく しやくわい せいぞんきやうさうちやう り おい しっぱい もの いへ そのしっぽい げんいん かれ ら じ しん

國の社 會 の生存 競 孚 場 裏に於ては失敗せ る者なりと錐 とも、其失敗の原因は彼等自身の

重籍うのみに爵すべからず、窒として祖薗に農ける粧く書い翻農の未備芝をして蕪らしめしものな

り.されば撫 をして箕霧 鞍 にのみ輔 冒の灘 讃 ふる器 書'じ主うの駿 なくして、晶 の

轟蟹に豊たしめば、穫に箱智の哉甥をなし再べかりしなり。號ρみ芝ら箕奪の薄ては鑓舞蕪縁の

翼麗に寮てあツばれ冨晟窃を鳶さんとする舅程叢鳶の昊禮にして賢藤に嵐壬差笏の一錘せる

難 の占難 男くの灘 に翻 して鍵 をhtaかれたる鶴 を賀ふると餅ろのものなり..4か る鶴

の移荏麓笈び箕の字揉が庇の笑彪難なる睾搬薗にi繋寮 す、震繋に、議う案に、i霊繋に、茜繋に、

繍て笑牲霧に藁騎騎なるべきは麩黙のい蓼ひなれば、芝を墓毒とする叢落組麟の笑続答騎なる

べきは笑薩に寮て善縛するに難からざると}弄ろ竈。た'ぐ美れ笑謹に寮て葦'殿薗なりと露ども、箕
pib
には麓に四糧の望ひに霜前離すべき桜旨の亀i芳を魅讐 し、箕のあ簡だにはuacしと旨、響 と能、

窩 と残奪に寮て颪主、笏差の箱う真することい響るしく、礎 ミつて箕奪客亀努の讐罠箱う宣のあ簡だに莉

馨、態稽の祷う奨'すべき葦稽赤た巌ふる蓼く、鳥めに答暴聯蒙の塞毒を勧かす蹟歯赤た灘な

からず。建霰に馨笑瞳の簾吏をして菜薗に藤り逡さしめば、藪画の覧薗に雰漿するは智難の
い蓼ひ
なるべし。蕪'るに琵焚罠ありて琵主に雛し殖くす、需して飴腎邑に鮪慈せる箪巽の笑革'蹟は、

も叢と
も獲 し夏き畿 の鰐 を擁 せしむるに動 、茄ふるに能より響 しに器る、ミシシピ_

の笑荷は、策茜の㌶搏齢を器れ雫る聚麦鏡を藁めて一萬二千ま瞳るもある嬬㌶茉蕗を蓬 りて、四

箇'の客猜の撞籍を壁 うせしめ、需してアパラキヤの稽苗み賑くが詑奪進稽せる艶罠に警して箕の

鴇嬉齢の亀募を隔離せしむるに窟らざるは箇よりなり。昆の茄ければ叢紡笑審鐸鴬に籠 りし、

答顯 は宥 ちにしてミシシピーの笑革'殿に熊 し滋 に欝1の 鹸 はき垂う薗なるものとなり
のこ さんみやくいせい ち

て、残 るは ロツキ山脈 以 西 の地のみ。 .

莉めカリフオルニヤに釜く霧の寮覚せらる、や、審番籔に毒かされたる嘗際の醸穎昊橿も、ロ

ツキ講 篠くの醗 には翻 雌 く飴羅1鎗 のホルン聯 を建箇し棊って羅に遜}こ 舗 葉
じゆゑん ひら いた さんみやく さんみやく さんみやく ごと

樹 園 を開 くに至れ り。ロツキー 山 脈 、シェラ子バ ダ 山 脈 をして、ピレ子 一山 脈 の如 く、アル
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プ畑 み賑く痂 からしめば、継か}こ鐸 雛 に一睾繭 を簸 せしめしならん.蕪るに胃 欝 く

巽に箕繍 響 だく縷んにして、芝を繰 する笑瀦 の四灘 も欝 するより痴 るべき羅に、

笥牒 罵 の藤 灘 を鹸 するに趣 ず.建 に農いてか袖 の欝藤 と箕あ簡だの巌 とに轍

せられし雛 の鐸 雛 謡 もなく瀦 せらる、に窒れり.善焚は融 魎 の罫 み賑くのこ審

く縮 に魁 ずして畿 に萱れることが港 贈 縫 に鍛 なる騨 譲}ま い こと諾

蓮すべからず盤 し貌 の無 を織 せしむる蘇 講 楷は離 の寵 にあり諜 るに難 に

麗 す譜 み賑くは動 麟 する篇 礁 撰の鎮 をして量には讐 しく鍛 せしむ、蕪 旗 な

ると餅ろ、お冒か嵯 笏、罵 の譲 をし塞うず。饗 って支たお留 ら懲 の騰 、繍濱ん轄 懸の蹉

繊 こ蟄 疎 たし諏 て雛 をして麟 の縫 をなさしむ.皇れ舗 腱 艀の酋み簾1こは覧

どkるべからざる鞘 なり、舗 紺 み腺く1ま乏れにより鱗 せられたる蝋 の雛 の鰭 じ翌に
い響る
しき欝 とならざるに覧 て藁 茜謙 は箕繍 雛 の縮 じ翌に辮 うの雛 讃 ふ

といふ、プ_ヱ城 繍 の髄1の 雛 する徽 なり法 れば胤 ・ツキー源 蹉 箕範の齢 く

をして縮}鍵 らしめんか緬 の鋸 をこ審 く筒一なりとするも巻 顯 豊に髭痂 く馨易に

難 する鵡 んや。琵董は一募に覇 の笑謙 くありて繍 するに翁はらず潔 書に寮ては

勧 こ瀦 せしに震し、建に琵すれ}鎌 んど撫 藤 の鰭 の梅 ずと請をそ専べき観 纏

醤 笈び茄籍 の鱗 論 ミ礫 離 絵こ錺 するによりてあ萌らかに繍 するを継 し、
こ鐙 芝す黛に窺琴

の笥牒 獺 鹸ま監 して膨 なる翻 驚 の撫 と、箕鞍1こ 笑韓 の臨

せる笑簾 の鰹 との灘'に よりて窒 じたる轍 礁 彙なりと雛 するも、叢て難1こ あ
しん

らざるを信ず。'

乏れを美の笥ミ灘 に奮め嶽 麓 の額 が、箕騨 として塞うぜ戯 編 雰算の鷲に多笑磁

鵬に纏 謝 継 をなして、騰 しっ・あるに蛾 せば、遙化緯 緬こ契難 薗を離 飯 て

晶 粛 錨 を騒 せしめ、笛徹 て腱づらに薩 の歴嫌 智 に雛 するに桜てた萱ひに鞭

箏する齢 算の禰 を難 せん力薦 擁 の麓籏に謎 戯 し脅きしものにあらざるカ・。

此文は蕾臓十二日本郷會堂に於て開たる渡米協會演説會に於て人生地理學の著者牧口常三郎氏

の演説されたる大要なり氏の地理學に於て特殊の観察を有し學術上に貢献しつ、あるは世に定論

あり本社は時々其の意見を乞ふて紹介すべし次號には大原博士の加州大學の状況に於ての記事を

載すべし
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外國地理學(部 分)

「高等女學講義」第二學年第一號

外國地理學

牧口常三郎 講述

(一)外 國地理が何故必要であらう

ちよっこらちよいと、御 薗靖 って粂る穫な藤 力弐あるでなし、示薙 敷しい御
コク チ メイ タクサンデ セ カイ チ リ ワレソ ナン ヤク チョツ トカンガタ

國地名の澤 山出てく,る世界 の地理が吾々に何の盆 に立た う?と は一 寸 考 へるも

のの誰れでも、慧ふ ところである、が、薗を讃 して一窃御 薗の人も彰 も久れなか

った響 しならばいざしらず、武輩あ り、武嘉 あり、竃浩 あり一鰹 千重 ともいふベ
イマ ヨ アンマ ジセイオク イ グサ ナオ ミ マハ

き今の世に、さりとは鯨 り時勢後れの言ひ草、まあ少 し思ひ直 して、身の園 りを

窪憲 してこ聾!。 吾々省ジ箭の『笙ク落に堺イ薗の補ン潔 の集グ深に薦笑なことに駕
コ ゲンコ　 カ サキ ヒカ

くであらう。ランプ下で、此の原稿 を書き初めた私は、何 よりも先 にランプの光 り
チユ　イ ヨ オ コ　 ハナヒカ リ コノセキユ　

に注意が呼び起こされた。取々たる 光 を放つ此石 油は露西亜の南方、カフカズの
コ

産かしらん、はた北米合衆國の出かしらん、そもいつ威から來たであらう。

羅 の示宿の薩さには逡い逡い響 界か藤 るのだといふこと、簡くに篇 の灘
デ トコロ セ カイ カズオホ

出る 所 は世界に敷 多くはないとの事。

ところで養茜壺とは…薪 く簸事が潜んだ審 りの琴菅、よしそこは笹算の呈笑隆箔亀
タクサン コ ハヅ ホクベイガツシユ　コク

の一っにせよ、そ うまだ澤山は來や う筈がない、てば北米合 衆 國ペニシルバニア

大甜 薩 に蓬ひあるまひ、何れにしても鶴 蕩 からやつて、來て縁もゆかり
ワタクシ クワンケン ド　ヨ　 マイバン クワンケイ

もない 私 にまで 關 係 し、これと同様に毎晩々々皆さまにも關 係 するといふは、
ミヨ　 ロン シ ヨ　コ セ キユれ クワン ミ

さて さて 妙 な世の中になったものだ。そはとにかく論 より謹擦、石油 錐 を見て來
シ ダンバシゴ オ ベ ヤ ノゾ ミ チエ スタ　

るに如 くはない と、段梯子 を降 りて、ランプ部屋 を窺 いて見 る と、果 してChesterと

シルシ ソバ ニュ　 ヨけク ユロナイテツド ステ　テス ヲプ ア ヌ リ カ リヤク ジ

い ふ 印 の 側 にNewYork,U,S,A,(UnitedStatesofAmericeの 略 字 ア メ リ カ の

ウヲタロ オイル コ ン パ ニ 　タイ ド クワン

合衆國 といふ こと)のTideWateroilCo(Companeyの 暑 字會社 といふ意 味)と 、 罐
オモテ カ マイバントモ ヲ セキユ　 ガツシユ　コク

の 表 に書いてある、即ち私の所に毎晩燈 して居る石油はアメリカ合 衆 國ニュー
シ タイ ドワウタイヲイルコンパニ　 セキユけ ワカ

ヨーク市の 潮 水 石油會 社 のチェスター印の石油であるといふことが解つた。
セキユ　

そこでなほ、 日本にもまんざら石油の出る所がないではあるまい、イヤあるある、
モキユけコけ ク ト

越後の石油 抗 といへば我國では、有名なもの、すばらしい仕掛けを以て酌み取って

居ること日本地理の藩薗にもあった事、然るになぜ鑑 かに逡いアメリカからやって
ニ ホンセキユレ トクイ サ キョ　ソに ナ

日本石 油 とお得意先きを 競 孚するのであろう?こ れは何にしても、目本 に石油が
ワリアヒ ウンチン

足らないのであらう、債も割合に高いものであらう。さもなけれは高い運賃かけて、
ワザ　 モ キ ア ワケ セキユ　 シ

態々持つて來ては合ふ繹 はない それにしても、アメリカといふも大きい國、石油使
ヨ　ダカ タイ ク ヨソ クニ ユ チガ

用 高も大 したものであらうし、目本へ迄來るからには他の國へも行くに違ひなから
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ジユ ヨ　 ミタ ハルづレ ミヘ オ サガソ レ ラ

うに、其等の需用を滞 した上で、尚ほ遙々日本へやつてきて、ちようど耳の折れ下

った茜蕨 がやつて來て、糠 の自雑 と星葎の窺 華をし、遂に自雑 の緩論
キョ　ソい ダ タクサン デセキユロシ マ ヨ　

や して仕舞ふ とする様 に、 日本石油 と競 孚するといふのには、どれ丈け澤 山出る
デ トコロ ど こ カンガ オヨ ミ

のであらう。その出る 所 は何威 らかしらん等と、つぎへつぎへ と考 へを及ぼして見
ミ コ ヘロモチ ソノ レ　シ ゼン グ ワイ コクチ リ

ると、自然 と外國地理もやって見たいといふ心持ちになる。それはたゴ其一例 にす

ぎぬ、窺に暑て居る繍 の鎌 観 ても噂 レ・謡 るゴムのっいた繍 観 ても、
オナ カンメ ガチカ ヰ ヘン

はたまた掛けて居る眼鏡 のカラズ片 を見ても、同 し感 じが、ぞく〉 出て來る。こ
モチ コ　ユ　 グ ワイ ト　ミナ ドロ ヨ

れは皆 さんも同様であらう。皆さんの用ひられるシヨールも、香油も、リボン、外 套
デドコログワイコクサン ソレ ラ

も多くは外 國 産 であらうが、其等にっいても其 出所を知 りたいと思はぬものは恐
コ ソノカンケ　

らくはあるまい。吾々一個人でさへも其關係の深いことは右の如 しであるに、まし
テイコク サラ シ ダイナカ マ イリト　コク

て世界の一等國の中間入をした日本帝 國の上から見ると其關係は更に至大なるの
シ ベ リ ヤ タイヘイゲン トホ ハルバル ク ロ シ ヤ へ　 センソ　

である。西比利亜の大平原を通つて遙 々やって來る露西亜の兵 と戦孚 をしなけれ
コ 、 コ トサラ バン シン ポジジョ　

ばならぬ事情 になったことは薙 に特更に申すまでもないこと、現に世界で一番進歩
ドね メ　ジ ヨ　ヤク ムス へ　ホコ エロ コククニフキヨ　

し、一番富強 の國 として誇ってゐる英國 と我國とは同盟 條 約を結んで、世界の平
ワ ヰ ジ ヰ オモ ミ ゼンタイ ヰ

和を維持 して居るではないか、想ふて見れば世界の全髄は國と國 とがやって居る一

の雛 窺 箏の鰹 で凝 簡ダに笠て唐る國と國は、齢 お饗 の饗 労の鞠 を球

て、葡 潔 して肴けるのである落 薗ともに灘 縮 縫 を旛へて蓼くの緬 を
ヨ ナカ サラ ケ ヂンナカ　 ユ ダンマツタヰ

かけて居るのも 全 く其のためで、仲々油断のできぬ世の中である。しかも更に懸念
エ　 コク ド イツ ベ　 コク フツコクシヨ　コ　ゲの キ ヨ　ソ　

すべきものは 商 工業の競 孚 である、英國でも濁逸でも、米 國でも佛國でも、少

しでも齢 があったら諮 の國から出る繍 、藝雛 を勧 獲めて纒 を再んとし

て灘 じい蓼 である.醤 薗罠も昆のやカ・ましい垂の輩に笙給 はせた鍵1ま 、
ダイフンパツ コノヘイ ワ セン ソヒ ョ　オクヲ　

いやでも慮でも後れ走せながら、大奮獲 をして、此平和の戦箏にまけない様に、そ
ヰ ジ ユカ メ　 ヨセツカクセンソ　

して折角戦箏で勝った名魯をどこまでも維持 して行 くや うにしなければなりません。
ヨれ カンガ ゲン ミナダン シ シ ゴトミナ

皆 さんこんなことは男子の仕事だ といふ様 に 考 へてはなりませぬぞ、現に皆 さん

募の甚しい糟で獅 だ繋が甜 舘の董なるものとして緬 や饒純 で、麦醸 や、

醸 棊瀬 翻 を審 華し繕 るでありませんカ・、箕頒 幡 ちは自にこそ免えね、

鹸 の籠 となつて驚 ち鱒 がやつ繰 るから、善さんがあちら請 ってキ窺華
ハ ブ タヒ ミキ イトカバ

す るの と異 りはない。生 糸で も、羽二重 で も、ハ ンカチー フで も、マ ツチで も、皆な

其の諭.籍 から罧衝_鍋 ツする董なるものは簸 麟 い欝 の靴 なるも
デ カ ユクサキ ヒトセ アイセツカク ク シン

のであります。折角苦心 して出來 したものの行先がとこで、どういふ人々に愛せら
クラヰ シ グワイコク ユ

外 國 地理の必要な所以は則ちこれる ンかといふ 位 は知らないでなんとしませ う。

です。
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「高等女學講義」第二學年第二號

地圖の必

要

(二)外 國地理研究の注意
キョージヨー シタ キョー シ キョージユ ウ ● ● ● ● オボ ニク

教 場 で親 しく教 師にっいて 教 授 を受けてさへ、外國地理は貴え悪いものを、
マ ジ タク ジシユれ モチロン オシ

況 して自宅て自修をしや うといふのですから、六ケ敷 しいことは勿論、教 える方に

於ても、これを遜咲を持たせて、醤資 く教授 しや うといふは嶺ブる菌難 なことである。
ヘ ヘ シツボ　

が併し、物は仕方によるもので、あながち失望すべきではありますまい。
マヘ ミナサンハイ

そこで、本義に入 る前に、一寸皆檬にお約束申して置きたいことがある。第一が地
　 　 　 　 チ ヅ ト ナラ ウ ド にほんじん チ

圖のこと、外國地理に地圖がなくては兎ても習ひ得る者ではない。何 うも日本人は地
ヅ キラ シンブン デ キ ジ トウテイ チ ヅ ワカ

圖を嫌ふや うで、日々新聞に出る記事などにも到底地圖がなければ判 らないことが
チ ヅ ヒラ

勘なくないが、地圖を開いて見るといふやうな、注意をして居る人が誠に少い。た ゴ

茜勧篁いといふて、曇嫡窺確にして居るやうであります。ですから、旨建って亀茗な
コけオボ タマ オボ

ども一向畳 えてないや うだし、偶々畳え居るにしても地圖のどこにあるといふや うな
ム トンチヤク メン ド　 コ ト

ことは無頓 着 の様である ㌻それを少しの面倒を忍んで、事ある毎に度々出して見て
へ 　 　 ヘ ア タマ レンラク

居ると、無意味の地名でも、事柄でも、われ一 の頭膿}に残つて、多少は其地圖に聯絡
ケイケン

しますから、二三回注意して畳えると決 して忘れるものではありません。私共の経験
チ ヅ フ シ ギ ホド モ

で見ますと、地名を畳える爲めに、地圖は不思儀な程、カを有って居るや うである。
ヨレ ケン ヒモ ド タイ シヨ　

地理を學ぶ第一の要件 として、何より先きに地圖を一々 緒 いて、それに封 照 して

見るといふことを刊ぎ畜けて贅ひたい。これが第一のお謁策です。

で、其紬 は今搬 居るのは欝 ありまして、荷れで誼 しいので丸 まつ徽 の

地圖なれば、これからお話して行くやうなことには莚斐ひありませんが、蓼磐として、

菰に二っ三っ、覆莉で羅簿で、費疑努に買はせても彙の彗でないといふ位ひの者を

葎籍芥いたして置きませう。
一、 世界新地圖 定債三十銭 郵税十銭(練 習用輪廓地圖、名勝爲眞等があって

割合に安い様です)神 田錦町 修文館獲行

一、 袖珍世界地圖(小 形で懐中へ入れて持つて歩 くに便利です)紳 田裏神保町

富山房

以上のものは本會に於て一割引にて買つて上げます
サ テ

却説、其次ぎに最 う一っ御相談いたして置きたいことがある。 これは私から申すの
ミナサンバぐカ ベン リ エンリヨ

は、ちと揮 りますが、皆様の勉強の上に便利なこと払思ふから遠慮なく申します。

それは私が著はした、

　 　 　 　 　 　 　 　

教科 日誌 外國地理 定領十二銭 郵税四銭(本 會の會員には十銭にて特約をして

あります。本會に於て取次いて上げます)神 田旺小川町一番地 文會堂畿行
シジュ　

いふを一冊お求めになってそれに始終記入するや うにして行くことであります。

それから菰鞍を澤山書いて有って却って讃むに茜荏『で畳え難いことがありますか
キヨ　 クワシヨ ジユ ンジヨ ジシユ　

ら、普通の教 科 書 にあるや うな 順 序でなく、皆 さんが自修 で爲になるといふ事柄
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教科日誌

比較封照
の事

反覆の事
熟讃の事

取捨選揮

のこと

知識の秩

序整頓

本篇の目

的

ソ コ アラカジ ジユンビ

だけを、お話 して行 くのでありますから、若しも其庭に 豫 め多少の準備をしなけれ
オモシロ

ば面 白くないこともあらうと氣遣ひます。が、それを讃むに當って多少準備 して置け

ば紙も羅藩で、習ふに多少藩首藤を感じて勉強も出來やうと思ふのですから、殊更に
テ チョ　 ケイ

それをお勧め申して置 くのである。これは手 帳 で して、用ゐる仕方はそれに罫があ

りますから、其中へ書き込むのです。講義の間に出て來る地名や事柄 を成るべ く蕎薪
ケイ ヘ ヘ ミナサン フ ダン

して其の罫 の中へそれ乗/書 抜いて畳えるといふ爲めなのです。諸嬢の平常お使
ザツ キチヨ　

ひになる雑記帳 でも不都合はありませんが、特に地理用に出來て居ないものだ と、
オボ コンザツ ケイケン

何かにっけて畳え悪いし、且っ混雑 しますから、私が從來生徒に教え居った経験上
ソロダン

から、薙に皆さんに自修用として上記の手帳を用ひることを御相 談 して置くのであり

ます。
ヘ へ

尚、いろ〉 ありますけれ ども、此庭 にはまつ参考だけのお話をして此章を終 りま
モト コトガラ タイシヨれ　 　

せ う。其一っは、日本地理で習ったことを本 として、外國地理の事柄を、それに封 照
キ オク ホカ へ 　 　

して記憶することです。他の科 目でも斯 ういふ風が大切であ りますが、わけて地理に
ペン ヨ ナガ オボ

これが肝要です。 とても一遍の讃み流 しで畳 えられるといふ者ではありませんから、
クリカヘ イ ケ

少 くとも二三回は繰返 して績む といふことを期せねば不可ません。
オハ イ

また、讃むに當つても、スラ〉 讃んで了つて、それで可い といふことではない。

能 く心中へ留めて、意咲を観漢 して成るべくi孫箇の中へ残るや う氣を淫けることで
ヘ ヘ セイクワツ ミツセツ クワンケイ コ トガラ チユ　イ オボ

す。我國及びわれ〉 の 日常生 活 と密接の 關 係 ある事 柄は、最 も注意をして畳え

て居ることが、軍に本ばかりでなく、日々出る新聞の事柄でも必要な事が注目して居
コ　シ ヨ　 オコ ニ ツカンジヨ　ヤ ク

ると澤山あります。現に日露の交 渉 でも、此頃起つた 日韓 條 約 でも、はたロシア

の粥 証などでも。然 ういふ事を薪簡 なり、或は擢の人から蘭いたりしたならば、そ
テチョ　 チ ヅ

れを手帳 なり、或は地圖に記入 して能 く畳えて置くといふ ことが肝要。

それから、今一っは、これも地理にのみ限りませんが、講義を畳えるには、軍に讃

アンシヨ　 アジハ ジユンジヨ

んだま 墨暗 諦 するといふ計 りでは不可ません。一々 味 って、それを 順 序 よく並ベ
ク カヘ サキ テチヨ　

て表に作つて、それを繰 り返 して見るといふや うにすることであります。先の手帳は、
ベン リ コシ トコロ イロイロ

それをするに便利の爲めに造 らえたのでありますが、斯 ういふ 庭 は尚ほ種 々工夫し
ユレ ト　 セイ ト ィ ロイロ

てやるべき事であります。優等の生 徒 といふやうな者は、多くは斯くの如 く種 々エ
ジ シユバ シヨ

夫 して自修書 を作つて研いた人のや うです。

　ママラ

第一編 世界通覧
シュ　イ　 　 　 　 　

本篇の目的 私が特に此篇を許けた趣意は、先づ外國地理をやる前に世界の大農にっ
チ シキ モ キョ　ツ　 セイソン

いて、一般の智識 を持たせたいと思ふてである。世界は今や一面の 共 通 した、生存
ブ タイキ ヨ　ソ　

競 箏 の舞毫 となったことは前後にも申す通 りである。で、軍に小學校の時代の研究
モ

の様 に切れ切れの智識に甘んずるならば兎に角、吾々の國と如何なる利害の關係 を有
クワンケイ ヨ　

って居るか、各國間は如何なる 關 係で、成 り立って居るかといふ榛な、観察をなす
ツロラン ケンキユの

には如何しても先づ世界を通 覧して置いて、それから細かに研 究 せねばならぬ。世
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距離の注
意

残的砂目

ケンキュ　 ジン

研究の準
ビ

備

日本の條
約國

世の進歩

國と國と
の關係

列國の勢

方の接近

ロ シ ヤ

露西亜の

魏力
勢
清

フラ ン ス

佛蘭西の

勢あ
北米合衆

図9勢力
濁逸の勢
力

キヨロ リ

界大膿の智識 といふ中に 距 離の智識が一番大切なことである、皆さん本篇に於て世
キヨリ

界は果してどれ丈けの大さであるか、我國とはどれ丈けの距離があるか、我國はそれ

等の間の如何なる位置にあるか といふこと注意せねばなりません。

第一章 我國との關係國

未量あ自晶 世界列國が如何に親密の關係を我邦に及して居るか、然らば吾々が外國

地理をやるに、どんな見方をしねばならぬか、といふことを先づ解せ しめんとする

のである。

未量薪莞あ準旛 として皆さんは是れまで用ひなされた日本地圖を出して、我邦の四

隣を見渡して本文 と封照すべきである。

今、目本で、欧米各國 と途シ茜論葵謁 を結んで、互ひにシ茜薗螢上の最苛 をし、菱際 を
ウチ

して居るのは、二十ヶ國がある。其中には大きな國もあれば小さな國もあり、又 日本

よりも窮い薗もあれば強い國もあり、逡い薗もあれば莚い薗もあり、我邦と窺轍 薗
クニシンミツ

もあれば、然 う親密でない國もある。又、日本より進歩した國もあれば、まだ一 文
オンタク ヨク

明の恩澤に浴さない國もある。

日本はそれ等の國々の間に立ち、其一ヶ國として、葎程 して居るので、我々と御 薗
セツキンシンミツキ シヤ キセンクワンケイ

人の 關 係は、汽車や汽船が出來たについて、盆々親密になり、盆々接近 して來るの

である。響ソは、西洋へ行くとか、壺粂莉茄へ行 くとかいふやうなことは、非常に逡い
チカゴロ ソクニ

國へ行くや うに考えて居ったけれ ども、近 頃では、決 しで然んな遠い者でなくなって
シマ グンカン

了ひました。彼のバルチック艦隊が、遠い遠いバル ト海から二十幾艘の軍艦 を連ねて、

鑑愛 目本へ誕簸 にやつて來るといふや うな蒔憂 でありますもの、昔の人が聞いたら
サゾビツクリ

嚥吃驚いた しませ う。
フ ウキヨ　コ ク セイ リヨク

そこで、ヨーロッパの富 強 國は地圖でいへば遠いや うでありますが、其の勢 力 と
コエロミ ヒラ グル リ ミ ワタ

いふ者は日本に近付いて來て居るのである。 試 に日本地圖を披いて此周園を見渡
モ チ

して御覧なさい。日本の北にあるのが、ロシヤの領有のシベリァで、東の方に廻ると
カン チ ヨ　セン

日本 と太平洋 と境を接 して居る。西へ廻って見ると、韓(朝 鮮)で 、新協約が成 り
ツぐ 　 シ ナ リユ　ガクセイホ ゴ コク

立って 日本の保護 國になった。それ と績いて居るのが清(支 那)で 、その 留 學 生が
ニ ホン

近頃 目本に一萬人近くも來て居る。同國は四億萬か らの人口があ り、殆ど日本現在の

十層倍である。然ういふ國であるから、蕨莱の蜀薗でシ蕎一螢の樽意莞を稜げやうと
キ ヨ　 ソ　 チヨ　ヘン ド　

して、互に競 箏 して居る、日本も其の競箏者の一人であ ります。'又支那が一 朝 攣動
エイキ ヨ　

のある時は、其影 響 が忽ち 目本に及ぼして來るのである、

それから、此支那の南にフランスの嶺 一亀及び其の傑護薗がある。董藩の南の方ヘ
グン トけ シ ナ サン ト　ハン ト　ガツ シユロコク

行くと、北アメリカ合 衆 國のヒリピン群 島がある。北へ戻つて、支那の山東 半島の
ソシヤクチ ドィ ッコ　 シユ　 ワン

南岸の膠 州 濁は ドイツの租借地(九 十九年間支那より借 りたる者)で ある。濁逸は

昆虚を主窒として、麦茄贅算上の舅労 を蟹チ蓑 しやうと雀ダて、居る。同じ苗藁宰

島の北揮で、我が蘇 知 ξの登緬 と窟 とを以てオ嬉イれ謙 積 の箱筒ひの歳藩
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イギリス

英國の勢
力

勢諭拶和
力

於
本
に

日
置

際

る
位

國
け

の

同業者の

關係

屋力の中
心

研究上の
注意

本章の目

的

研究の準

備

稀は義爺 と筒藍國なるイギリスの漸替亀である。

又、日本の鑑か箒 にオ_ス トラリアといふ大陸がある.こ れは難 の嶺滝 で一

見軸 上からでは逡いやうであるが、侮っづきであるから、目本の稲が薦 顧 威へ

行き、盗潜のギ牢 菌や、羊の毛などを報天して來る。其庭までの蓬市の島々はオラン

ダ、 ドイツ等の領地であ る。

ガツシユのコク イギリス

東へ廻って見ると、遙かに北アメリカ合衆國がある。 英 領のカナダがある。共に
トリヒキシヨ　バイ

皆日本人が移住して居て、 商 費の取 引をして居る庭であるのです。其南は即ち南ア
イジユ　チシヨ　ライ

メリカで、これも 將 來 日本人の好移住地である。そして皆海つづきである。

斯う見渡して來ると、我國と跡薗との關係は日常吾々の豪で薩り避窟と幣に肴き
コけサイカヨ

通ひをして交際をするのと、少 しの攣 りもないのである。昔しこそ海 山萬里など㌻申
レツコク セイ リヨク

して遠い所 と思ふて居たが、今ではっゐそこまで列國の勢 力 がやって來て居るので
ワガクニ ゴ フクヤ トナリ アラモノ ヤ モチ

ある。そして此等の勢力の吾 國に封する關係 といふものは呉服屋の 隣 へ荒物屋、餅

やの耀_焔 塵やが來たといふ穰な、異つた管 智㌃ のク融 でなくて、蘇やの曜

_斐 癬 やといふ鰍 筒シ蕎螢の衡 篠で、轄 ではシ縮 徹キ、一チ講 ある日に1ま
レツコク セイ リヨク シユ アツ リヨクテキセン ソ　

戦孚の敵。是に於て、列 國の勢 力 は我邦に封しては一種 の歴 力 となるので、向ふ

が鰭 一鱗 せば、こちら棋 れカ ナの錐 を持へねばならぬといふ檬になったの
トナレツキ ヨ　コク ア

である。之を要す るに我邦は此等列 強 國 と隣 り合って、絶えず厘 しっ歴されっ、生
ユ ダン

存 し進歩 して行くのである。仲々油断のならぬ世の中。尤も其間に受ける恩恵 といふ

ものも決 して忘れてならぬものであります。

赫義皇あ蓬憲(一)欧 米の列強國の舅労 は遠い檬で近いことに驚くでせう。(二)

そこで其等の國を研究するに從來のように唯わけもなく諦請せずに或は我等の友國

とし、或は敵國として観察すべきものであるといふことが略ぽお解 りでせ う。地理

アンシヨ　

は決して無暗に下 らない地名を諸 諦するのが本意ではあ りませんよ。(三)雑 記帳

と鉛筆 とを用意なさい、そして略圖をお書きなさい。丁寧なことはいりません、一

筆書きサ、圓くでも四角でも。 目に見た許 りでは畳えられるものではありません。

(四)本 章など殊更順序立て ㌻手帳に書き抜いて置 くことはいりません、地圖にあ

れば澤山です。本文を地圖に合はして一篇讃めば、あとは殆ん ど讃まなくともよい、

其代 り本文の意味を地圖にて繰 り合 し思ひ出すのです。

第二章 世界一周通路

縫 あ醐 蜜 から地球ても見せて、世界の大さが洲分け國 分け等でも姻 ま灘
カンソロ デ ュ　 ヨ　 クワンケイサ

作ないが、それはあま り、乾燥です。で、吾々に割合に 重 要の 關 係 を有する世

界の通路も大離 縢 して、それからのことにしやうと思ひます、ボ章で齢 とい

ふこと注章するが肝要です。

　 　 　 　 　

研究の準備 敷字は面白くない畳え難くいものですが、しかし種々と較べて見れば、
ソロバ ン

まんざら畳えられぬのでもなく、また面白味も出ます。まあ算盤でも要意 して、比
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印度洋航
路

シ ベ リ ア

西比利亜
経由
米國経由

南米迂回

パナマ地

峡経由

横濱より
長崎まで
七四〇浬

シヤンハイ

上海まで
一二〇〇

浬
横濱から
下ノ關ま
での倍
ホンコン

香港まで
二〇〇〇

浬
シンガボ
ールまで

三五〇〇

浬

較してごらんなさい。地圓は勿論です。
ヨ　 コレ カ テイ ミチ トホ

これから皆さんが洋行すると假定 してお話 し致します。如何な路を通ったらよか
ベンリ ミチ

らうといふ に、 こ ＼に三っ の便利 な路 がある。

イン ド ヨ　 トホ へ

(一)其 一っは、 日本か ら南へ 出で印度 洋 を通って西へ行 き、スエス運河 を纒 て行 く

ので、

リクロ

(二)其 一っは、陸 路を北の方 、即 ちスベ リア を通っ て西へ行 く路。
アガ タイリク

(三)今 一つは、日本から東へ向つて太平洋を越え、亜米利加へ上って、大陸を汽車
イ

で東へ走って、太西洋岸へ出で、更に汽船に凡そ一週間計り乗つて、東々へと向つて

行くのである。

(四)其 他にも、南亜米利加の南を、太平洋から直ぐに太西洋へ出て、欧羅 巴へ行く

ものもあるが、これは大攣廻 り遠い路である。

(五)そ れが麺 り蓬いために、壷来莉茄の蕾育自簡に菟暖があるのを動り開いて、日
ヤス

本邊 りから西洋へ行 くのを易 くならしめや うといふ工事にか玉って居るから、近年の
ウチ

中には、出來るであらふと思ふ。然 うするといふと、それは又一っの航路になって、
ミチ ワケ

日本から西洋へ行 く間に新 しい路が出來る繹である。

以上の中の東行の通路と西行の通路 とを結び付ければ、それが世界一周の通路で、
ツ　ロ ゲンコン ヨピコピ ケイ ユ トコ ロ

其中の前の三通路は、現今洋行する人々が必ず経由する 所 のものである。吾々がこ

れから世界の地理を斎 キ葬するに先き立ち、これの遙蕗にっいて少 しく壕ン禦 したな
ダイタイ ワカ

らば、自ら世界の大禮が解 るであらう。

第一 印度洋航路
ト　ヨ　セ イ ヨ　 コ　ツロ

第一はこれを印度洋航路というて、三通路の内で、最も古くから東洋西洋間の交通
リ ヨ　 クワブ ツ オホム ツ　 ロ

に利用せ られたもので、今尚ほ最も重要で、ヨーロッパから來る貨物は 概 ね此通路を

経るのである。此の航路を行 くには、まつ 日本郵船會社の定期船があるから其 に乗る

が便利である。

ヨコハマ シユツパツテン カ ウベ シモ セキ

まつ、横濱を 出 獲黙 とすると、神戸までが三五〇浬、下の關迄(紳 戸より二四〇

浬。計五九〇浬)が 約六百浬、癩声萬誕を由で窒藩灘を通って翼蒔までが約七四〇
ヨ　コ　

浬(下 ノ關より一四人浬。計七三人哩)こ れから外國になるので、洋行す る人が愈々
ム リヨロ カ ン

本国を距る』所とて無 量 の感 じにうたれる所。

長崎を出て西に行けば直ぐに支那の響 毒 で、此間が約四七〇浬、横濱から一一八

〇浬、其庭 を出て、壷溝 と支那との間の墾藩海峡を通って、斐茄の軽葎 に沿 うてイギ
ホシコン

リス領香港へ行く。横濱からの里程が其庭まで約二千浬(上 海より八七〇浬)ホ ンコ

ンを出て南西へと支那海を過ぎてシンガホール(英 領)へ 行く。此威までが三五〇〇

浬(ホ ンコンより一四四〇浬)

フランス

此支那海の西岸には 佛 領印度支那・シヤム ・マライ半島などがある。其東南方に
グント　 ホカ

來てはフィリピン群 島・オランダ領のボルネオ其他の島々がある。地圖を見て能 く其
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コロンホ

まで
四七〇〇

浬

アデン迄
六人○○
○

スエズ迄
八二〇〇

浬

マルセイ

ユ
九〇〇〇

浬

痘直を葱篠して見ると此邊は薙度が鞭 で、即ち募這直下であるから、嚢褄の最も馨

い所 である。

それから又一つの無キ疲 マレー半島とスマ トラ島との問のマラッカ海峡を西に出れ

ば節1曼痒で、西へ行くとセーロン島。船はそこのコロンボの港に笠蕾つて一休みする、

此塵迄が約四七五〇浬(シ ンカポールより一二五〇浬)此 間の印度洋の北の部分がベ
エイコク イ ン ド

ンガリ潜で、其沿岸は、即ち英國領の印度である。

コロンボ港を出て西に行くと、今度はアラビア海 とい うて、其西にはアフリカの大

陸がある北の岸には、百獲 ・ベルヂスタン・ペルシヤ・アラビアなどの國々がある。アラ

ピァ半島とアフリカ洲 との間が狭まって濁をなして居る、それがをアデン轡 といふ、

其北岸にアデン港(英 領)が ある。此庭までが六八五〇海里(コ ロンボよりニー○○

浬)ア デン港を出で少し西へ進むと襲 い糧 キ疲 がある、そこを通れば莚簿で、此爾岸
アカツチ ザツプ　ケイ

とも雨の少い所から一帯に赤 土の山で殺風景な所である。
コ　カイ

紅海 を北に進むと、そこは切 り開いた河で、スエズ運河 といふ。其の運河の入口に

スエズ港といふがある。こ』までが約八二〇〇浬(ア デンより一三四五浬)此 の運河

は、もと、アフリカとアラビア との連績して居た地峡を開盤 して船が通ずるや うにし
セイ ヨ　 コビツ　

たので、其以前はアフリカの南を廻つて西洋 と交通 した者ですが、此の運河の開け

た 》めに西洋 と日本との交通が非常に便利 になつたのです。

長 さ四十里の運河を通って、それを出ると、其薪が冤革難で、それを西へ藤蕗をと

る。其威に一つの海峡がある、ジブラルタルといふ。地中海とは此こまでの欝擁でそ

の蓄駕 には種々な國がある、地圖によつて叢穿賀へて見ると、一番東の方にある半
ル コ リヨ　 ド チト

島が小亜細亜、其北にある土耳古の 領 土、その間に小 さい海峡があって、其所を東
コ エ ンガ ン ト ル コ マハ トツシユツコ クカイ ソ

へ出ると黒海 、其庭の沿岸に露西亜がある。後に戻って土耳口の南へ廻 ると突 出 し
ソ コ ソ コ

て半島形をなして居るのがギリシヤ、其所を西へ廻ると其所がオースタリア・ハンガ リ
ナガグツ トビダ

ー。其南に長靴のやう飛出して居るのがイタリア。イタリアの西へ行くと、其庭がフ
ウンガツ

ランス。其西へ行って半島に突き出て居るのがイスパニヤ。地中海の南、スエズ運河の

ある所がエジプ ト。其西がアフリカの北岸の國々である。
シツパ ン ヨ　 ロツパ

横濱 を出帆 して、こ 』まで來るにはどうして四十 目もか 玉るから、欧羅巴の北へ行
ジヨ　リクタイガイ チチユ　 キ シヤ

くのでも大概の人は地中海の北岸へ 上 陸 して、汽車で行 く、フランスやイギリスへ

行くものはフランスのマルセイユへ上るし、 ドイツやオース トリヤへ行く人はイタリ
ョコノヘマ

ヤのゼノァへ上る。どちらへもスエズから一千浬鯨ある。さうすると横濱か らは九ニ
リ ス　キ コ　

OO浬 になる、尤もこれは方々へ寄港 しての浬数であるから、若 し直航ならば更に減

ずるのである、これまでの航海の敷は約四十二日といふのが通例ですが、船が大 くな
ゲンソクリヨク

り、速 力 が早くなるにっれて、此 目敷は次第に減 じて來る。本會の賛助員 として本

會の創立に特別の御蓋力をなされた女子高等師範學校教授棋山榮次氏が、洋行なさる

にっき去十二月九目横濱出帆のドイツ船に乗 り込んで行かれた。其航海 目程がイタリ

ヤのゼノアまで、四十目明年一月十人 日ゼノア着の豫定で、其船賃が中等で四十二膀
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(日本金貨に挽算すれば四百十二三圓)と いふことである。
タイセイ ヨ　

マルセイユから西に向ひジブラルタル海峡を出ると大西洋で、今度は北へ進んて行
イギリス ツ

くと英 國へ行つて、ロンドンへ着 くのである。此間にビスケイ溝がある。此庭は中々
ヨ

波の荒い所で、大概の人が其庭へ來ると船に酔ふ といふ事で、此庭の沿岸がフランス、

イスパニヤ。イスパニヤの西にボル トガルがある。フランの北には、ヘルギー、ヲラ

ンダ等の國々がある。日本郵船會社の船はベルギーのアンベルス港へも寄る。まつ、欧

洲航路の國々を敷へて見ると、凡そ此位ゐである、横濱からロンドンまでの航程が都

合一万千海里鯨リ(マ ルセイユより約二〇〇〇浬)で ある、尤も之れは途中の方々へ

寄港 しての里敷でして直航ならば一萬十鯨海里に減

前に記 した棋山氏の此度の航海 日程 を聞くのに左の如 しである、之れを前の里程 と

封照 して見れば興味あることあらう。

横濱獲 十二月九日(日 敷)シ ンガポール 十二月廿五 日(十 八日)ポ ール ト

サイ ト ー月十三 日(三 十七 目)

長崎 全 十三 日(五 日)コ ロンボ 全 三十一 日(廿 四日)ネ ーブル(伊

太利)全 十六 日(四 十 日)'

上海 全 十六 日(九 日)ア デン ー月七 日(三 十一 日)ゼ ノア(同)全 十

八目(四 十二日)

香港 全 二十 日(十 三日)ス ェズ 全 十一日(三 十五 日)ブ レメン(ド イ

ツ)全 三十 日(五 十四日)

「高等女學講義」第二學年第三號

研究上の
注意
(一)一度
に畳える
に及ばず

(二)距離

かや うに長へ嘉蕗を行くのですから、其間には蕃珍な突糧にも孟善は うし、メ疹テし
ジユモク デツクワ

き樹木 をも見やうし、これまでに目にした事のない者 に出遇すでありませ う。
デ カ

そして十二月か一月頃出掛けるならば極めて暑い庭 と、頗ぶる寒い所を通るのです

から、夏の在蟹 と冬の在髪 と爾方して居なければ禾奇ないのです。何れ細いことは

後で各國にっいてお話 し致しませ う。
コ　 ロ ツ イ

それから、此航路でヨーロッパへ行く船が何を積んで行って何を持って参るとい

ふことに催 意 して見ると鯨程遽薩ある面白いことが惹稼出來る。これらの細いこ
ワカ

とも後で各國の地理をやると追々と判って來ませ う。
タクサン ソ　ゲイリヨコ　　 　 　 　 　 　

研究上の注意(一)大 急ぎの旅行 とて、澤 山な地名が出て來る、出て來 る、送迎
イ トマ コマ ジ ム リ

に 暇 なき程でさぞお困 りでせ う。だが、皆んなを一時に畳えるといふことは無理
ハナシ トキオヨ

なこと、またそうするには及びません。後からの 話 にまた出るから、その時に自
オボ キヨ リ

ら畳えられます。(二)こ ＼は大謄距離を知らせるが本意ですからこれ丈けは工夫
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を注意せ
よ

(三)歎字
は大農で
よい

(四)距離

の畳え方

(五)比較
せよ

(六)地名
の覧え方

(七)諸記
の仕方

(八)表を
作れ
(九)自修
の仕方

大連経由

横濱から
大連まで
六〇〇里
ハルビン
迄
人五〇里

して畳てチ頂 籔 、(三)そ れも何、細かな所や、細かな敷字、百十等は用はない。
ヘ ダ へ

が、ロンドンと横濱が凡そ何千浬 隔 ってある?位 は、地理をやる以上は畳えぬと

ならぬ。この位のことなら差親六ケ藪いことてはない。チ蓬一意して二三回思ひ出し、
ムス

それを何にかに結び付ければ、あとは忘れっこなしになる。從來の地理に、こん

なこと迄で禾チ淫 意に過 したのは獲慈 なことである。(四)繕 び付けるには先づ手
セン

帳 を出 して一本の線 を引きそれ を千浬、二千浬 、三千浬 ・・… 一萬浬 といふ
ト　ブン シルシ セン テキギ チ メイ

風に等分 して 印 をつけ、その線の中の適宜の所へ、本文にある地名 を記入 して

行くのです.ち っと位ひ、窮耕が蓬 っても箒 はぬ。そして本文を離れて二三回も見
リヤクヅ カク

て居ると、遂には其の略圖を隠しても、どこの港は其線のどの邊にあるといふご
ソロダン セキバンアタマ

とは、あり〉 と頭 の中に残る。(五)算 盤か石盤かで、日本の ドコかと比較ベ
コ　カイニツス　

て、何倍に當るかを見たり。船の航海 日敷から距離を算出した りするも一法。(六)

地名を畳えるに言ふて見ることが肝要.そ して舌を慣らすの、意昧のない外國地名
ハナ ハナ

のことですから、目で見たばか らりでは、音と音 との間が放れ放れで、結び付か
クチグセ コノセツ

ない。夫れ故何んでも、二回も三回も口癖になるまで言ふて見ること。(七)本 節 も
ベツダン ツ チ ヅ ワタ

別段本文に用はない皆さんをお連れ申して地圖さんへお渡 し申せばそれで本文の
ヅ ワカ ク カヘ アン キ ヨ　ス チ

用は濟む。か ら、地圖で解つたら本文を繰 り返 して藷記することは要せぬ。(八)
モクリヨビゼン キヨ リ チ メイカンタンヒヨ　

表 を作 りなさい、簡輩に、一 目 瞭 然するや うに。距離でも地名でも、(九)そ
チ ヨイチ ヨイ ソロ　 オボ ユスキマ アヒマ

して用事の透間、仕事の相間に一寸一寸と二っ三っっ Σ徐 々覧えて行きなさい。

碁薗蕗饒あ換量 藏這では日本の内にも巽薗の重藪の瞳 レを用ひ、船の方では種トを

用ひて居 ります し、これから外國地理もやるには常に其れが出て來ますから、そ
アラカジ シ ヒツヨ　

れを 日本 里歎 に換算す ることを、 豫 め知って置 くことが必 要で ある。

一里=一 二
、九六〇尺 一浬 コ六、一一八尺(約 一 里の二分 の一)一 哩=五

三一〇尺(約 一里 の十分 の四)

メン ド　 カ ゲンハ ス　

端敷は面倒だから、一浬の約二倍が一里、一哩の二、四倍が一里として加減すれば

よい。

第二 西伯利亜鐵道経由
ツ　 ロ テツ ドロ

日本か らヨー ロッパへ行 く第二 の通路は、シベ リヤ鐵 道 によるのである。
コ　カイ ナミ スヘ オヨソユ　メイナガサキ シユツパン カイセン シ

先づ長崎を 出 帆し海職史上に有名なる黄海の波を蹴て西北に進むこと約 六
ワガマンシユ　グン ジヨ　リクコンキョチ ヒジョけ ベン キ エ ダイ

百浬(五 八七浬)す れば、我満 洲 軍の上陸根捺地 として、非常の便宜を得たる大
レンコリ

連港へ着 く。それから鐵道で直北五〇〇哩(臼 木里敷一九八里即ち約二百里)す れば、
マンシユ　グン オ トシイ

我が漏 洲 軍が、 陥 れんとして能はず、痕みをのんで引上げた、ハルビンに着 く。

横濱からは長崎までが七四〇浬だから、大連までが一三〇〇浬、之を日本里敷に換
ツ ゴ　

へれば約六五〇里。これにハルビンまでの二百里を加ふればパル ピンまでが都合八

百五十里である。

ここまで來るには今一っの毒露がある。翼欝からチ斬 辞の葉律を沿うて進むこと
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九〇〇里

七人○里

蒙古

シ ベ リ ヤ

西比利亜

バイカル

湖

シベリヤ
の寒サ

シベリヤ

の冬景

牧口常三郎 「米國の人生地理」、「米國の地勢 と人生」、「外國地理學(部 分)」

約六六〇浬直航にして蒲藍薪葎、それから西ヘハル ビン迄が、約四五〇哩、横濱か
クワンサン

ら長崎までが七四〇浬だから、日本里数に換 算 して加て合はせば、都合九〇〇里と

ある。之を前の大連 を経たる路に比べると、此路は五〇里丈け距離が延びて居る。

ナガサキケイ ユ ナガサキ シモ セキ

尤も之れは長 崎経由の里敷であるから、若 し長崎へよらずに下の關から、直ぐに
ウラジホストツク

浦 堕斯徳へ向へば約六〇〇浬で、前よりは五〇里足 らず減 ハルビン迄
マヘ コロ ロ

でが約七八〇里(七 八六里)と なる。之を又た前 の航路に比べるとザツ と百鯨里差
シヨれライ ミチ セ カイ シユカ ツ　 ロ キン ドけ クサ ヨ　

ふ課になる。將 來 は此の路が世界一 周 の通路となるであらう。面倒臭い様です
セイ ヨ　 オ　シ ウ トれ ヨ　 セ カイ シユ　 サイ タン ツ　 ロシヨ　ライ

が、之れが 將 來 に日本と西洋、欧洲 と東洋、及び世界一 周 の最短の通路になる
オモ トけカン デ キ ヨ　 オモ

のだ と思ふ と、等 閑に出來ぬ様に思はれる。
オヨソセキシモ

横濱下ノ關間が 約 六〇〇浬、下ノ關浦盤斯徳間が約六〇〇浬合計一二〇〇浬(六

〇〇里)

さてハルビンから、所謂策藩巖這で約四〇〇哩も西に行けば、萸娑嶺が横はつて
コ チ ヨ　 トンヂル コ　レイ

之を超ゆるに長さ人千四百尺の長 墜 道がある。之を過 ぐれは、それより荒涼たる
モ 　 コ コ　ゲ ン タイ ヒロ スナハラ キユ　 リヨ　

蒙古の高原 を通るので、一帯の廣々とした砂原や、 丘 陵 の起伏 して居るの中に
ラクダ ノ ダイシユ　 オ　ライザツソ　 クワンボク

雑草や、 灌 木が粗ばらに生いて居る間を駝駝に乗った隊 商 共が、たまに往 來 し
テイシヤバ

居る といふ こ とです。ハル ピンか ら六四 〇哩のに所 シ ビルの停 車場 がある、こ 〉・`が
シンコク ロ シ ア

清國 と露西亜との國境で、之れからがシベリヤである。
サンミヤクサカヒシンコク

清國の 界 から西に向ふこと約三百哩許 りにて、ヤプロノイ山 脈 に至 り、シベ リ
サイコ　テン サンミヤクテツドレ

ヤ鐵道中の最高鮎)海 面上三千五百尺の高さに上 りて、その山 脈 を超え、之れか

ら低い缶潔 のア簡ダに簑は牛華の窪をなして居る窺 を亀ぎて、次第に墜超の多くな

る冨藻い所へ莚み、遽に山間の笑覇i倖に出でれば、即ちそれがバイカル覇で、今で
テツ ド　 ウクワイ ツけ ニ チ ロセ ンソ　 ロ シ ア ヘイ

は鐵道が南岸を迂回 して通 じたが 日露戦孚の中頃までは露西亜が此湖の爲めに兵

簾 緬 から選って粂るに菌って、寒 市は環い梨 の上に藏這を桑けて、筒ふの
キシ ワタ ハル コホリ ト キキテ

岸から、こちらの岸 に渡 して居たが、春になつて 氷 ふ溶けか ンった爲めに、その汽
コホリ ヤブ コシヤ

車が 氷 の破れた中へ、のめり込んだ りなどして、露西亜が非常に困った所。
ヘン フ ユ サム アングワイ フ ソク フキダマ

この邊の冬間の寒 さは有名なものです。雪は案 外 に不足で、吹溜 りの所の外は、
サムサ コクレツ クワン メヅタイガイ

大概三四尺以下であるが、寒氣が酷烈で、華氏の零以下五十度に達することは珍 ら

しくない程ですから、雪のない所などは、土地の氷結するすること地下二十尺鯨 り

ダンキ ト

にも達し、夏の暖氣にも溶けきれない所があるといふことである。

泉嚢i辛呈♀農(華 氏)以 下とは非常な寒さであるから、その頃になると、蝋 が
シユカン ヂ バン トロケツ ハ レツ オンキョ　セイオン

驚 くべき程に静穏 とな り、樹幹や地盤が凍結するにっれて破裂をなし、其音響が敷

里の外に簡え、樺経塞彙羅などの笑萎罧の中に褄んで居る爵麗などが、千百も群を
コス ア オ ン ド ヘ ヘ ヘ シユれイ ホ ドミツシ コ　

なして密集 し、互に摩 り合って温度をとらうとし、そして周園に居るもの程寒さを
マンナカ ワ コ キンシユロ

感ずるものだから、 どれもどれも中央に割 り込まうとして腐集 し、犬や熊などは雪
ボ　フ　 ユ キ マ ア

を掘って深い穴を造 り、其中に棲み、會々暴風が雪を捲き揚げて來るときは、天色
クラ リヨジ ン ト　 シ

も爲めに暗 くなって、凄まじい勢 とな り、それが少 し長引くと、往々旅 人等の凍死す
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シベリヤ

鐵道の終

ヨ　 ロツパ

欧羅巴

ペテルブ

ルグ迄
三二〇〇
里

ロン ドン

まで
三五〇〇
里

る者があるといふことです。
ヘイタン ヨコギミ ワタ

かくて見渡す限 り、平垣なるシベ リヤの大平原 を横切ると、シビルから以西二八

〇〇哩にしてウラル山豚の蕾 鋪のチェリヤピンスクといふ所につ く、それがこの西
ヨ　ロツペ

比利亜鐵道の極黙で、この山脈を過 ぐればこれから、欧羅巴ロシヤに入るのである。
ウラジホス トツク オヨソ

浦盤斯徳からこsま でが 約 四〇〇〇哩、之を目本里敷に換すれば約一六六〇里、
ヘイ タン コ 　 ヤ

随分長い間、一檬平垣なる荒野を汽車で走るのである。
　 ヘ ヘ

ヨーロッパの域に入ってからも、相攣らずのロシヤの大平原で、肥沃なる土地の

間を尚ほ行くこと一三〇〇哩にして遂にロシヤの薔首都モスクバに着く。それか ら
コ ク ト

更に西北に進むこと又た一〇〇〇哩にして着く所が愈々ロシヤの國都セント・ペテ

ルブルグである。浦盤斯徳からこsま での里敷が約六〇〇〇哩、大陸を過ぎで初めて

海岸に出てたので、そこが緬 縮}こ 全滅せられた彼のバルチツク縮 の穰毒稀
ダイレン キユ　コ　レツシヤ

へて居つたバル ト海である。浦堕斯徳からでも、大連港からでもこンまで 急 行 列 車
　 ヘ ヘ ヘ へ

で來ると十五 日書夜で來れる。二等列車で約二百圓か 』るといふことです。

ベテルブルグから尚ほ鐵道に西に行 くと、 ドイツ國のベル リンへ着き、それから、

シヨコク ド　メイコク

オランダ、ベルギー、の諸 國を過ぎてフランスへ出で、更に海峡を渡れば我が同盟國
ミチ ヨコハマ

のイギリスで、ロン ドンが其主都である。この路 を通つて、横濱からロン ドンまで

が、約三五〇〇里(人 三〇〇哩)急 行で往けば大約二十 日間で行けるといふここで

ある。

「高等女學講義」第二學年第四號

横濱か らロンドンまで三千五百里。三二〇〇里は此地球の直経の長さだから、ロン ド
ヨコハマ ナカサキ

ン横濱間はそれより少 し長いことになる。横濱から長崎までが三五〇里(七 四〇浬)

だから、之に比ぶると殆んど十倍の長さになる。

イン ド ヨけコ　 ロ

印度洋航路の里敷が五〇〇〇里(即 一一〇〇〇浬)で すから之れに比ぶれば一五
リヨコらニツスけ ゲンシ ョロ

○○里近いことになる。そして旅行 目敷に於て約十 日間減 ることになる。
タクサン ス　 ジ コンナン　 　 　 　 　 　

研究上の注意(一)ま た澤 山の敷字が出て來て、畳えるに困難でせ う。見ように
オモシロ キ ホン ロ カク

よっては敷字ほ ど面白くないものはないが、併し何にか基本 の比較せらるべきも

のがあれば、薩券茜都集も出て來るものである。笏請小説を議む糠な諺けには募
サイベンツロ ロ

りませんが、併 しこれが世界一周の最便通路で、洋行する人でなくとも、西洋か
ユ　ビンブツ ニ モツ クワンケイ

ら來る郵便物、荷 物に關 係 して、日々吾々に關係することであれば、細いこと

は抜きにして大まかみの所丈け畳えて置くことは、之れから國民に必要なことで

ある。(二)其 覧える仕方は前にお話致しました、面倒でも別に比較 して畳えて下

さい、世界の地理には必要なことですか ら。
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サンフランシスコ

桑 港

まで
四七〇〇
里

ニユ　 ヨ　 ク

紐育まで

横濱より

倫敦迄
五〇〇〇
里

第三 米國経由
タイセイ ヨ　オ　シユ　 ツ 　 ロ

欧 洲へ行 く第三の通路は東へ向って米國を過ぎ太西洋 を渡るのである。横濱から

薦羨たる太平洋の面を琶ク存すると四千七百浬にして菜薗のサンフランシスコに着
コ タイカ セツビシヨクリツ シ ガイソ

く。其庭へ上陸すると初めて二十幾階もある大度の櫛 比轟立する市街を見て一驚を

曜するであらう。それから循一契笑畢葎織這に乗つて東の方へ向うと本國を藻薫の
リヨコロ シヤ キ コ　

朔風に送 られて出でた旅行者は、恰 も日本の二三月頃の麗かなる氣候の所に出で、
ブ シタ ヘドけエ ン

褒圃葡萄 圃などの鮮緑 滴 れんとする、カリフオルニヤの肥沃なる平野の中にある

のでせ う。

饒にして汽車が次第に醜 に進み、綾き繍 鐙 り初むれば、そこらの舗 顧}こ
オ リブ ホ ヲカサカ ミ カンリン ゴ エンテンカイ

展開する葡萄園、林檎園、徹概圃があちらこちらの岡坂に生へ繁って居る。蜜柑、
ナンカイチ ホれ カンテイトクシユ

榿等は又た特殊の景色を呈 し、宛なが ら我邦南海地方に遊ぶの感 じがあるでせ う。

転輩が更に登りて二千藤莱曇の高さに至ると、宙 ち是れシエラネバダ缶ミ藤 の簸蔀
マツ モ ミ ト　 ウツソ　 チ ヨ　ボ　ニバカ

であって、こ』に來ると、頓 に氣候は一攣して、松、椎等の欝蒼たる森林の眺 望
スフ マイルユ キヨ トンヂル

を妨げる、不愉快なる雪避け隊道 をくゴらなければならぬこと敷十 哩 、其間に身
キユ　 シヤ コほ リヨ　 コけゲン

は次第に急 斜 の東側山腹を下 り、終には滞目荒涼の高原 に出つるを見るであらう。

宙 ち是れは琴趨えた山脈とロッキご缶ミ藤 との間に界軽するが爲めに諸葺の訣乏
サ バク シツソ　 カンコベイタイリク

する米大陸唯一の砂漠で、此間を疾走すること一 目半程の沿道には、無数の醸 が
イ ンケ ン グレ　 トソル トレけ キ ツ　 カ コ ヘワイシ ヨ　

嫉小なる灌木の間に隠見 し、や力弐て有名なる 大 盤 湖 の沿岸を通過すれば弦 に

又た鰻算 の山地にか・る。ッキー欝 藤 とは即ち甚れであり就

併も六千尺の蕎篠にはいつの間にか餐 り蕃し、有名なる粟笑薩暮腎山脈も、幅廣
ワダカマ コロシユン デ キ

く 蝿 るのみで、高峻 な る肚観は遂に見ることは出來ぬ。
ト　ケイメン カバ クワンヰキ タイヘイゲンユル

かくて又た非常に緩き東傾 面を下り終にミシシピー河の灌 域 なる北米の太 平原
ベウボ　 シンカイタクチ シツソ　 ワタイタ

に出る。是に至 りて又た更に砂荘たる新開拓地の中を疾 走し、ミゾリー河を渡 りミ
ハ ツケン コ　ギ ョけチ スホン リユ　

シシピー 本 流 を渡 り、石炭層の獲見によりて盛なる鑛業地 となれる所を過ぎて ミ
コ ガン コ ヘ ア メ リ カ ドクソ ソレダイ

ジカン湖岸 に出で、シカゴに達し、是庭 にて又た亜米利加濁特の大工業の壮大 に再
ヒヨ　カ サ ヨ　 プ　 コ　 メイ ビテイ サンミヤ クヒガシナ

び驚き、尚ほ 東 してアパラキヤの低 山 脈 を横断 り、氷河作用の遺物たる風光明帽
ソヘゲイ ニュ　 ヨ　 ク サン フランシス コ

の湖面を野間山間に送迎 して遂に太西洋岸の 紐 育 に達するであらう。桑 港

を鐘 してより弦に四 日半、昆の這程鶏三二百五〇課瞳(人 ○○絵里)。濱横からこ』

までが約三五〇〇鯨里横濱から、桑港へ行かずに、更に北の英領のカナダのシヤー
クラ タンシク

トルに向へば、此の里敷が約四千二百浬前のに比べると、凡そ五百浬短縮すること
タイセイ ヨ　 イギ リスニユけ ヨのク

になる。 紐 育 から更に汽船にて太 西洋 を渡ると、凡そ三千三百浬にして、英 國の

ササンプ トンに着 します。此間を一時間二十三浬の速度の汽船が、全速力を以て進行

すれば、凡そ六日にて達することが出來る。ロンドンはこンから二十里許 りしかな

いから、横濱からの里敷を通算す ると、約五千鯨里に達する。そして、此間を約ニ

イ ン ド コロ

十六 目で行くことが出來る。れを前の二つに比べると印度洋航路と同じ里歎で、シ

ベリヤ経由に比べると千五百里延長することになって居る。

一84一



創価教育研究第6号

世界一周
通路の目

世界一周

通路の長
サ

第四 世界一周航路

此の米國経由通路に、印度洋航路か、或はシベ リヤ通路を連績 したものが、即ち現

今利用せ られて居る世界一周の通路である。

世界一周の通路 日敷を積算すれば左の如 し。
ニ ユー ヨー ク

、 紐 育(北 米合衆)よ りロンドン(英 國)ま で

、 ロン ドンよりゼンア(伊 太利)ま で

、 ゼノアよりスエズを経て横濱まで
サンフランシスコ

、 横濱より 桑 港 に至る
サンフランシス コ ニ ュ　 ヨロ ク

、 桑 港 より紐 育 まで

計

六 目

三 日半

四十ニョ

十 日

四日半

六十六 日

以上の米國経由通路五千里に、印度洋航路五千里を加へて、此の世界一周通路が通

計一萬里。
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